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令和５年度 

「泉佐野市ふるさと応援寄附金」実績報告書 

 

～心温まるご寄附 ありがとうございました～ 

 

 
 

 

泉 佐 野 市 
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１．令和 5 年度「泉佐野市ふるさと応援寄附」寄附状況について  

《 寄附合計 17,514,090,327 円 》                                                                               目的別内訳 

事業目的 件数 金額 

①まなびプロジェクト（教育施設等の公共施設整備） 

公共施設整備基金 669,795件 9,559,794,223円 

⑥こどもプロジェクト（子育て支援） 

⑬メディカルプロジェクト（医療環境整備） 

⑭関空アイスアリーナプロジェクト 

（スケートリンクを核としたまちづくり事業） 

⑰関空・航空支援事業（関空・航空支援プロジェクト） 

市長におまかせ（※使途を特に指定しない場合はこちら） 

⑲#ふるさと納税 3.0 支援プロジェクト 

（#ふるさと納税 3.0 支援事業） 

㉓未来のメダリスト練習拠点支援プロジェクト 

（未来のメダリスト練習拠点支援事業） 

その他のプロジェクト 

③ともにいきるプロジェクト（社会福祉活動推進） 福祉基金 

13,888件 199,982,381円 

社会福祉活動の推進に要する経費 

④人づくりプロジェクト（国際交流振興） 

国際交流振興基金 

6,639件 98,460,703 円 
⑱グローバル人材育成支援プロジェクト 

（未来の国際人を育てるプロジェクト） 

国際交流の振興を図るための経費 

⑤にぎわいづくりプロジェクト（観光振興） 

地域経済振興基金 

23,938件 360,430,820円 ⑳古民家再生支援事業（古民家再生支援プロジェクト） 

市や市民団体が開催するイベントなど「にぎわいづくり」の支援 

⑦地域のアートプロジェクト（芸術文化振興） 芸術文化振興基金 

4,067件 56,729,191 円 

芸術及び文化の振興のための経費 

⑧クリーンプロジェクト（環境美化推進） 環境衛生事業基金 

12,914件 187,973,478円 

環境衛生事業の推進や環境美化啓発等のための経費 

⑨ふるさとプロジェクト（歴史文化保存） 

ふるさと文化資料基金 

5,137件 78,286,480 円 国有形登録文化財 大将軍湯の再生支援プロジェクト 

歴史民俗資料等の文化資料を取得し、保存又は活用のための経費 

②未来を創る教育プロジェクト（学力・体力向上推進、いじめ・ 

不登校対策、奨学金貸付） 
教育振興基金 69,857件 1,044,169,029円 
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⑩本の泉プロジェクト（図書館資料の充実） 

⑫スポーツ振興プロジェクト（生涯スポーツの振興） 

②学力・体力向上推進、いじめ・不登校対策、奨学金貸付の経費 

⑩児童書・絵本・一般書・実用書などの図書資料充実のための経費 

⑫スポーツ振興やスポーツを通じた交流の促進、 

スポーツに親しむきっかけづくりのための経費 

⑪わがまちプロジェクト（町会・自治会振興） 自治振興基金 
1,114件 15,852,297 円 

地域における自治活動の振興と住民自治の促進のための経費 

⑮災害対策事業（災害対策プロジェクト） 
泉佐野市 

災害セーフティー基金 
15,664件 220,642,496円 

感染症や自然災害等の危機から市民の生命と財産を守り 

支援活動や復旧対策等のための経費 

⑯泉佐野市公益活動応援プロジェクト 

（泉佐野地域の各種団体の公益活動に対して助成） 

泉佐野市 

公益活動応援基金 7件 365,000円 

泉佐野地域の各種団体の公益活動に対して助成のための経費 

㉑大阪・関西万博応援プロジェクト（大阪・関西万博応援事業） 

泉佐野市 

魅力創造発信基金 26,912件 526,173,605円 

㉒魅力創造発信プロジェクト（魅力創造発信事業） 

*泉佐野郷土芸能の集い 

*ＥＮＪＯＹりんくう（りんくう花火） 

*ザ・まつり in Izumisano 

*泉州 YOSAKOI ゑぇじゃないか祭り 

泉佐野市魅力創造発信のための経費 

豊かな海づくり支援プロジェクト（豊かな海づくり支援事業） 豊かな海づくり基金 
844件 16,233,582 円 

豊かな海づくり支援のための経費 

「#ふるさと納税 3.0」クラウドファンディング 

348,939件 5,139,770,500円 

地球にも農家にもやさしいフルーツお野菜救出大作戦２ 

泉佐野市 

公共施設設備基金 

（補助金分を成長戦事業） 

“出来たての味を瞬時に閉じ込める”泉州銘菓全国伝播プロジェクト 

泉佐野スマート農業推進プロジェクト 

CF３期「ヤッホーブルーイング大阪ブルワリー（仮称）」 

創造プロジェクト 

“ワンフローズンサーモン”生産・出荷体制強化プロジェクト 

あなたも一緒に「SDGｓ」布団リサイクルプロジェクト 

インテリアに調和する家電関連ファニチャー泉佐野モデル 

創造プロジェクト 

『人生に寄り添うタオル』製造現場公開プロジェクト 
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フードロスを削減！泉佐野干し芋加工場建設プロジェクト 

牛タンと蕎麦のコラボレーション！牛タン蕎麦の郷 

創造プロジェクト 

「泉州元気ハラミ」品質向上&生産能力大拡充プロジェクト 

“パティスリーの作り立ての美味しさをそのままに” 

おうちスイーツ満喫プロジェクト！ 

『職人の想いが詰まったタオルと箱の贈り物』プロジェクト 

ぬか漬け革命！水なすの洋風白ぬか漬けプロジェクト 

働き甲斐と美味しいを両立させたい！ 泉佐野食肉加工所創設 

プロジェクト 

泉州タオル技術を活かした高級ガーゼケット製造プロジェクト 

「こがしバターケーキ」生産能力強化プロジェクト 

缶ビールで世界にはばたけ KIX BEER！ 

泉佐野 海産物ブランド最大化プロジェクト 

安心・安全・高鮮度な返礼品をお届けプロジェクト 

繊維の宝石「カシミヤ」匠の逸品 

加工場リノベーションプロジェクト 

プロのお肉屋さんの「さっと調理で美味しい魔法のお肉提供」 

プロジェクト 

食道楽の都から。OSAKAガストロノミー魅力発信プロジェクト2！ 

泉佐野製高付加価値タオルの安定供給プロジェクト 

泉州タオルを救え!タオル工場リニューアルプロジェクト 

「泉州プレミアムたまねぎ」を安定して全国に届けたい！ 

プロジェクト 

こだわりの手作りベーコン製造工場創造プロジェクト 

泉佐野市から世界の地酒へ。“進化”プロジェクト 

泉南の海で育った「いずみ牡蠣」ブランド化プロジェクト 

災害支援プロジェクト 日本赤十字社   

10 件 168,000円 

トルコ・シリア地震災害支援プロジェクト 

災害支援プロジェクト 日本赤十字社   

32 件 246,000円 

モロッコ地震災害支援プロジェクト 

災害支援プロジェクト 日本赤十字社   

18 件 129,000円 

リビア洪水災害支援プロジェクト 
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災害支援プロジェクト 日本赤十字社   

8件 144,000円 

アフガニスタン地震災害支援プロジェクト 

医療福祉支援プロジェクト 特定非営利活動法人ジャパンハート   

10 件 263,000円 
ミャンマー医療福祉向上支援プロジェクト 

日本赤十字社 石川県支部   

274件 8,276,542円 
令和６年度能登半島地震 石川県災害支援 

合   計 1,200,067件 17,514,090,327円 

 

２．寄附金の使途について 

 

令和５年度中に皆様から頂いた寄附金は、令和６年３月３１日付で各基金へ積み立てを行い、令

和６年度に寄附財源を予算化し、ご寄附いただいた皆さまのご希望に沿った事業の財源として有効

に活用させていただきました。 

なお、事業詳細については、「泉佐野市ふるさと応援寄附金運用実績報告書」をご覧下さい。  

今後も、本市のまちづくりの重要な手段のひとつとして、引き続きご寄附いただいた皆さまのご希

望に沿えるよう事業の展開を図ってまいります。  

 

３．ご寄附いただいた皆さまへ  

 

１,０００円以上の寄附をいただいた方に、感謝の気持ちとして、本市の特産品や魅力を感じられ 

る品物からお選びいただき贈呈いたしました。  

今後とも、皆さまの温かいご支援を賜りますとともに、益々のご健勝をお祈り申し上げます。  

 

４．泉佐野市ふるさと応援寄附金のお問合先・申込先 

 

泉佐野市ふるさと納税事務局 

〒598-0012 大阪府泉佐野市高松東 1 丁目 10-37  

【電話】０７２-４６８-６１２０ 

【ファックス】０５０-３４８８-２０３３  

【E メール】furusatotax@city-izumisano.jp  

【泉佐野市 HP】  

https://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka/seicyou/furusato/index.html 

【泉佐野市ふるさと納税寄附サイト】 

 https://furusato-izumisano.jp/index.php 

mailto:furusatotax@city-izumisano.jp
https://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka/seicyou/furusato/index.html
https://furusato-izumisano.jp/index.php
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ① まなびプロジェクト（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 小学校施設整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な教育環境の整備を行います。 

 

（事業の内容） 

市内各小学校の設備の新設、老朽化の著しい箇所や危険度及び緊急度の高

い営繕工事等を行います。 

運用の成果 

◆ 令和６年度は、各小学校の設備の新設、老朽化の著しい箇所の修理を行

い、安全で安心な教育環境整備を行いました。 

 

・各小学校冷水機設置工事 

・児童会床改修工事 

・家庭科室調理台改修ほか 

  

                    

事業費 １４，０６６，４８１円 

基金から充当した額 １４，０６６，４８１円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

＜冷水機設置工事＞ ＜床改修工事＞ 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ① まなびプロジェクト（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 中学校施設整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な教育環境の整備を行います。 

 

（事業の内容） 

市内各中学校の設備の新設、老朽化の著しい箇所や危険度及び緊急度の高

い営繕工事等を行います。 

運用の成果 

◆ 令和６年度は、老朽化の著しい箇所及び緊急度の高い箇所の修理を行

い、安全で安心な教育環境整備を行いました。 

 

・教室空調改修工事 

・側溝落下防止フェンス設置工事 

・バスケットゴール改修工事ほか 

   

                     

 

事業費 ６，９４３，２００円 

基金から充当した額 ６，９４３，２００円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

＜空調改修工事＞ ＜側溝落下防止フェンス設置工事＞ 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ① まなびプロジェクト（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 長南小学校整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な教育環境の整備を行います。 

 

（事業の内容） 

市内小学校の老朽化の著しい箇所や危険度及び緊急度の高い営繕工事等を

行います。 

運用の成果 

◆ 令和６年度は、老朽化の著しい箇所及び緊急度の高い箇所の修理を行

い、安全で安心な教育環境整備を行いました。 

 

・長南小学校家庭科室改修工事 

〈長南小学校家庭科室改修工事〉 

 

 

事業費 ５，３３５，０００円 

基金から充当した額 ５，３３５，０００円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑬ メディカルプロジェクト（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 りんくう総合医療センター運営負担金事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

りんくう総合医療センターにおいて安心で質の高い医療を提供できる

ように医療環境の充実を図ります。 

 

（事業の内容） 

りんくう総合医療センターの医療機器等の整備及び維持管理を行いま

した。 

運用の成果 

◆ りんくう総合医療センター運営負担金 

 

・令和５年度分交付金額：７４，６０５，０００円 

事業費 ７４，６０５，０００円 

基金から充当した額 ７４，６０５，０００円 

担当部課 市長公室 行財政管理課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 庁舎等整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います。 

 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います。 

運用の成果 

◆ 令和６年度は、老朽化した庁舎駐車場の整備を行いました。 

また、公用車配車場に電気自動車充電設備の設置工事を行いました。 

 

・庁舎駐車場整備工事 

・気自動車充電設備設置工事ほか 

 

 

 

 

事業費 ５６，３７６，１００円 

基金から充当した額 ５６，３７６，１００円 

担当部課 総務部 総務課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

<庁舎駐車場工事> 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 市庁舎周辺整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います。 

 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います。 

運用の成果 

◆ これからの市役所の役割を踏まえ、既存の本庁部分の施設を残しつつ

今まで以上に来庁しやすい施設全体の計画及び、近来頻繁に起こりう

る自然災害に強い施設整備を考慮した安心・安全な市民の皆様に満足

していただける市役所を整備するための市庁舎周辺整備を行います。 

 

・市庁舎周辺整備工事実施設計業務委託料 

・コンサルティングマネジメント業務委託料 

事業費 ８６，８４３，９００円 

基金から充当した額 ８６，８４３，９００円 

担当部課 総務部 総務課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 総合文化センター整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います。 

 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います。 

運用の成果 

◆ 施設を安心して快適に利用いただけるよう、エブノ泉の森ホール昇

降機設備改修工事、文化会館トイレ衛生設備改修工事、歴史館いずみ

さの展示ケース用照明器具等更新等を行いました。 

 

・文化会館昇降機設備改修工事 

・文化会館トイレ衛生設備改修工事 

・文化会館空調機器改修ほか 

 

事業費 １１５，２３０，７００円 

基金から充当した額 １１５，２３０，７００円 

担当部課 市長公室 政策推進課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

＜エブノ泉の森ホール＞ 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 りんくうタウン駅ビル施設整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います。 

 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います。 

運用の成果 

◆ 施設を安心・安全に利用していただくために、中央監視システム遠隔

制御機リモートユニット購入、加圧給水ポンプ更新工事等を行いま

した。 

 

・加圧給水ポンプ更新工事 

・中央監視システム遠隔制御機リモートユニット（備品）ほか 

事業費 ４６，４２０，０００円 

基金から充当した額 ４６，４２０，０００円 

担当部課 成長戦略室 おもてなし課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

＜りんくうタウン駅ビル＞ 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 北部市民交流センター整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います。 

 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います。 

運用の成果 

◆ 施設を安心・安全に利用していただくために、広場防球ネット張替業

務や北部市民交流センター本館他２館改修工事設計業務を行いまし

た。 

 

 

・広場防球ネット張替業務 

・北部市民交流センター本館他２館改修工事設計業務 

事業費 １１，２９４，８００円 

基金から充当した額 １１，２９４，８００円 

担当部課 市民協働部 人権推進課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 りんくうアイスパーク整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います。 

 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います。 

 

運用の成果 

◆ 施設を安心・安全に利用していただくために、芝生広場改修工事、電

気設備改修工事を行いました。 

 

 

・芝生広場改修工事 

・電気設備改修工事ほか 

事業費 ６４，７５１，７２０円 

基金から充当した額 ６４，７５１，７２０円 

担当部課 成長戦略室 おもてなし課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 



16 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 農林水産関連整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います。 

 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います。 

運用の成果 

◆ 農林水産業に関連する施設の整備等を行いました。 

 

・市単独土地改良事業 

・団体営農村総合整備事業 

・団体営農業農村整備事業 

・林道改修事業ほか 

事業費 ６７，７２０，５０９円 

基金から充当した額 ４１，４０５，５０９円 

担当部課 生活産業部 農林水産課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 



17 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 市営住宅整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います。 

 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います。 

運用の成果 

◆ 老朽化した市営住宅の整備等を行いました。 

 

 

・市営住宅整備事業（単独） 

事業費 ６０，０１６，０００円 

基金から充当した額 ６０，０１６，０００円 

担当部課 都市整備部 建築住宅課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 道路・公園・河川等整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います 

 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います。 

運用の成果 

◆ 道路・公園・河川に関連する施設の整備等を行いました。 

 

・都市公園整備事業 

・中村児童公園整備事業 

・熊取駅西地区整備事業 

〈中村児童公園整備事業〉 

 

事業費 ３７４，０６８，２００円 

基金から充当した額 ３５７，０３２，２００円 

担当部課 都市整備部 道路公園課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 



19 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 その他公共施設・設備等整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な公共施設等の整備を行います。 

 

（事業の内容） 

施設・設備の整備、老朽化した施設の再整備等を行います。 

運用の成果 

◆ その他の公共施設・設備の整備等を行いました。 

 

 

・消防施設整備事業 

・マンホールトイレ整備事業ほか 

事業費 ２７４，３１８，２７９円 

基金から充当した額 １１１，３６３，２７９円 

担当部課 市民協働部 危機管理課ほか 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 



20 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 市長におまかせ（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 コミュニティバス事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

地域の交通の利便性を図り、高齢者等の交通弱者の交通手段の確保、公

共施設の利用促進を目的としてコミュニティバスの運行を行います。 

 

（事業の内容） 

市内主要公共施設・駅などを結ぶ４ルートで運行。平成２７年１０月か

らは無料運行を実施。令和４年度も引き続き無料運行を行いました 

運用の成果 

◆ 市内３ルート（北回り、中回り、南回り）、 

市内外１ルート（田尻回り）の無料運行を実施しました。 

 

・運行便数   ： 月曜日から金曜日 各８便 

           土曜日      各４便 

・年間利用者数 ： 延べ１８１，４５５人 

 

事業費 ６０，４２７，０００円 

基金から充当した額 ６０，４２７，０００円 

担当部課 都市整備部 道路公園課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 

＜いずみさのコミュニティバス＞ 



21 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 
⑲＃ふるさと納税３．０支援プロジェクト 

（泉佐野市公共施設整備基金） 

運用事業の名称 成長戦略事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

地域特性を生かした魅力ある新たな地場産品の創出につながる事業所立地

を促進し、地域経済の活性化及び地場産業の振興並びに市民生活の質の向

上を目的とします。 

 

（事業の内容） 

当該事業を実施するために必要な資金を事業者に補助金として交付するた

め、ふるさと納税の仕組みを活用して、泉佐野市が指定するインターネッ

トサイトで寄附を募集し、「クラウドファンディング」によってその原資を

調達します。 

運用の成果 

◆ 令和６年度補助金交付実績（地場産品創出支援事業補助金） 

 

・補助金交付件数：３件  

事業費 ３６４，８２２，０００円 

基金から充当した額 ３６４，８２２，０００円 

担当部課 成長戦略室 おもてなし課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 
⑲＃ふるさと納税３．０支援プロジェクト 

（泉佐野市公共施設整備基金） 

運用事業の名称 中小企業総合支援事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

泉佐野市中小企業振興基本条例に基づき、中小企業の健全な発展を図るた

め、中小企業者に対し、予算の範囲内で泉佐野市中小企業者支援事業補助金

を交付することにより、中小企業者の創意工夫及び自助努力による取組み

を支援し、もって地域の活性化及び地場産業の振興並びに市民生活の質の

向上に資することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

泉佐野市中小企業者支援事業補助金の交付を行います。 

 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実績は以下の通りです。 

 

・補助金交付件数  ： １０社 

・補助金支給金額  ： ５１２，３４１，０００円 

 

 

事業費 １，０２７，５９５，０００円 

基金から充当した額 １，０２７，５９５，０００円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 こどもインフルエンザ予防接種事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

季節性インフルエンザは、子どもの発症から大人へ感染することもあるた

め、予防接種費用の一部を助成する制度を設け、予防接種を受ける方の増加

を図り、重症化予防や流行の抑制に寄与することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

生後６ケ月から１５歳に達した日以降の最初の３月３１日までの市民を対

象とし、１３歳未満の方は一年度で２回接種、１３歳から１５歳は一年度で

１回接種まで、１回につき上限１，５００円を助成対象とします。 

運用の成果 

◆ 令和６年度助成件数 

 

対象者 助成件数 

１３歳未満 ５，２６６件 

１３歳以上 ５８６件 

合計 ５，８５２件 

 

◆ この結果、予防接種への意識・関心が高まり、接種率の向上に 

つながりました。 

 

◆ 引き続き子どもが安心して予防接種を受けられるよう、助成制度の継続

とともに、保護者への制度周知を強化し接種の促進に取り組みます。 

事業費 ８，７７７，０００円 

基金から充当した額 ８，７７７，０００円 

担当部課 こども部 こども家庭課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 妊産婦タクシー利用支援事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

妊産婦の産婦人科等への通院や出産、産後の健診受診等でタクシー 

を利用する際の利用料を支援することにより、妊産婦の経済的及び精神的

な負担の軽減を図ることを目的とします。 

 

（事業の内容） 

泉佐野市内に住民登録があり、妊娠届を提出された方に、大阪タクシー共

通乗車券を、お一人につき５，０００円分（５００円券１０枚つづり）を配

付します。 

運用の成果 

◆ 令和６年度実績は以下のとおりです。 

        

支給件数 ６５７件 

支給金額 ３，２８５，０００円 

事業総額 ３，６３１，３５２円 

 

◆ この結果、妊産婦の経済的・精神的負担が軽減され、安心して通院・健

診等を受診できる環境整備ができました。 

 

◆ 引き続き、妊産婦がより安心して通院・出産できるよう、制度の 周

知・充実に取り組みます。 

事業費 ３，６３１，３５２円 

基金から充当した額 ３，６３１，３５２円 

担当部課 こども部 こども家庭課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 出産・子育て応援事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

妊娠期から出産・子育てまで一貫して身近で相談に応じ、様々なニーズに

即した必要な支援につなぐ伴走型相談支援の拡充を図るとともに、妊娠の

届出や出生の届出を行った妊婦・子育て世帯等に対し、出産育児関連用品

の購入費助成や子育て支援サービスの利用負担軽減を図る出産・子育て応

援給付金を支給することにより、妊婦・子育て世帯が安心して出産・子育

てできる環境づくりを支援することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

妊娠届出時に出産応援ギフトとして５０，０００円、出生届出時に子育て

応援ギフトとして児童１人につき５０，０００円の現金給付を行っていま

す。 

運用の成果 

◆ 令和６年度支給件数は以下のとおりです。 

 

 支給件数 

出産応援ギフト ６１８人 

子育て応援ギフト ５９２人 

 

◆ この結果、妊婦や子育て世帯の経済的・心理的負担が軽減され、 

安心して出産・子育てできる環境づくりにつながりました。 

 

◆ 引き続き、妊娠期から子育て期まで切れ目なく寄り添い、安心して 

子どもを産み育てられる体制の充実に取り組みます。 

事業費 ６３，０１８，４１４円 

基金から充当した額 ６３，０１８，４１４円 

担当部課 こども部 こども家庭課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 養育支援訪問事業 

運用事業の概要 

【養育支援訪問事業】 

（事業の目的） 

家庭を訪問し、養育に関する指導・助言等を行うことにより、適切な養育が行える

ようにすることを目的とします。 

（事業の内容） 

乳児家庭全戸訪問事業の実施、その他により把握した保護者の、養育に関する支

援が特に必要と判断した家庭等に継続して訪問し、養育に関する相談、指導、助言

等その他必要な支援を行います。 

 

【子育て世帯訪問支援事業】 

（事業の目的） 

家事・子育て等に対して不安や負担を抱える子育て家庭、妊産婦、ヤングケアラー

等がいる家庭の居宅を、訪問支援員が訪問し、家庭が抱える不安や悩みを傾聴す

るとともに、家事・子育て等の支援を実施することにより、家庭や養育環境を整

え、虐待リスク等の高まりを未然に防ぐことを目的とします。 

（事業の内容） 

訪問支援員が自宅を訪問し、家事や育児の支援を行います。 

・家事援助：調理・洗濯・掃除・買い物など 

・育児援助：授乳介助・おむつ交換介助・沐浴介助など 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実績は以下のとおりです。 

 

【養育支援訪問事業】             

申請世帯件数 ９件 

支援者派遣人数（延べ） ４６人 

基金対象事業費 １１６，６００円 

 

【子育て世帯訪問支援事業】             

申請世帯件数 ２３件 

支援者派遣人数（延べ） １９９人 

基金対象事業費 ９０５，４９４円 

      

◆ この結果、子育て家庭や妊産婦の不安や負担が軽減され、安心して子育てで

きる環境づくりや虐待リスクの未然防止につながりました。引き続き制度周

知や関係機関との連携を強化し、安心できる養育環境の整備に取り組みます。 

事業費 １，１６２，４９４円 

基金から充当した額 １，０２２，０９４円 

担当部課 こども部 こども家庭課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（社会福祉活動推進）・福祉基金 

運用事業の名称 泉佐野市介護保険施設等従事者支援事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

介護保険や障害者支援に従事する介護人材の確保・育成及び電力・ガス・

食料品等の価格高騰の影響を受けている介護施設等において、サービス提

供等に係る業務に従事する方への支援及び負担の軽減を図ることを目的と

します。 

 

（事業の内容） 

（第１回目）令和６年７月１日及び（第２回目）令和７年１月１日現在、

泉佐野市内に所在地を置く介護保険・障害者支援事業所に従事されている

方に泉佐野地域ポイント「さのぽ」１０，０００円相当分のポイントを付

与します。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は下記のとおりです。 

 

【第１回目】 

申請者数３，９８６人（うちポイント付与人数３，９７９人） 

【第２回目】 

申請者数４，１９５人（うちポイント付与人数４，１８７人） 

   

◆ 福祉・介護職員の給料が上がりにくいといった現状の中、さのぽポイ

ントを付与することで、介護保険及び障害者支援事業所に従事される

方への経済的な負担軽減を講じることができました。 

 

◆ 介護保険及び障害者支援事業所に従事される方の労働意欲の向上につ

ながり、介護人材の確保及び介護現場の生産性向上の一助となる支援

を講じることができました。 

事業費 ８２，４３９，８４５円 

基金から充当した額 ８２，４３９，８４５円 

担当部課 健康福祉部 介護保険課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 



28 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 日根野分館保育運営事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

地域のための子育て支援施設（わたぼうし）において、地域の子育て支援の

充実を担います。 

 

（事業の内容） 

親子または保護者が遊びや交流など気軽に利用できる集いの場の提供を行

い、また、子育て関連の相談や情報の提供を実施します。 

運用の成果 

◆ 「みんなの広場（旧いつでもおいで広場）」を常設し、地域のための子

育て施設として、地域に根付くよう事業に取り組んでいるところです。 

 

◆ 令和６年度は昨年度に引き続き、申込制を導入しつつ、午前と午後で参

加者の月齢を分けることにより、月齢環境（発達段階）の近い利用者が

より安心して集まることができるものとなり、多くの利用者に参加い

ただくことができました。 

 

◆ また、子育て講座も年９回開催しており、利用者のニーズに応じた講座

を企画しています。申し込みも毎回多数あり、たくさんの利用者が参加

していただくことができました。 

  

事業費 （地域交流センター施設管理事業）４９４，２７６円 

基金から充当した額 ４９４，２７６円 

担当部課 こども部 子育て支援課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 こども医療（単独）事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

大阪府の制度として、就学前の児童を対象に「乳幼児医療費助成制度」が

あるが、市独自事業として、さらに就学後から１５歳に到達する年度末（令

和４年１０月より１８歳年度末）までの児童に対象を拡充し（平成２８年

４月１日付け条例改正）医療費を助成することにより、より多くの児童の

健全育成を行うともに児童福祉の向上を図ることを目的とします。 

 

（事業の内容） 

月、２回を限度に、１医療機関あたり５００円／１日の自己負担の上、１

５歳に到達する年度末までの児童の入院・通院費及び入院時食事療養費の

助成を行います（所得制限なし）。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実績は以下のとおりです。 

 

対象数（医療証交付数） ： １２，８４１人 

（基準日：令和７年３月３１日） 

 

医療費助成件数     ： １８３，３０８件 

・市単独事業分助成件数 ： １４９，１０７件 

              （令和６年１月～１２月実績） 

医療費助成金額     ： ３６３，９９２，１９８円 

・市単独事業分助成金額 ： ３０９，８１１，９２２円 

              （令和６年１月～１２月実績） 

 

◆ 医療費の助成を実施することで、受診しやすい環境をつくり、児童の

健全育成を行えました。 

事業費 （扶助費）２９９，２５０，０６７円 

基金から充当した額 ２７５，９４７，２０９円 

担当部課            こども部 子育て支援課  

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 幼児給食無償化事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

令和元年１０月から「幼児教育・保育の無償化」が実施され、子育て世代

の負担軽減が図られたところでありますが、給食費に関しても補助を行い、

さらなる負担軽減を図ります。 

 

（事業の内容） 

市内在住かつ市内私立園通園者に対しては、民間保育所等運営費補助金を

通園する施設に一定額補助を行います。 

また、市独自事業で市内在住かつ市内の幼稚園・認可保育所・認定こども

園・児童発達支援センターに在園する３～５歳児の給食費を無償化します。 

運用の成果 

◆ 令和６年度 民間保育所等運営補助金（給食費事業） 

 

８１，１１９，５００円（清和こども園 他１５園） 

 

 

◆ 給食費の無償化により、子育て世代の負担軽減に資することができました。 

事業費 ８１，１１９，５００円 

基金から充当した額 ８１，１１９，５００円 

担当部課 こども部 子育て支援課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 保育士就職支援事業および保育士等就労サポート給付金事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

保育人材確保及び離職防止並びに市外からの移住促進を図ります。 

 

（事業の内容） 

・保育士就職支援事業 

市外から泉佐野市へ転入し、市内の民間保育施設に就職された保育士等

の方に対して、就職支援金として１０万円を支給します（補助金は民間

保育施設を通じての支給）。 

 

・保育士等就労サポート給付金事業 

市内の民間保育施設に就職された保育士等の方に対して、市から就労サ

ポート給付金として５年間で最大９０万円を支給します（補助金は民間

保育施設を通じての支給）。 

運用の成果 

◆ 令和６年度 民間保育所等運営補助金 

 

保育士就職支援事業：１００，０００円（対象者１名） 

保育士等就労サポート給付金事業：４，１００，０００円（対象者３２名） 

 

事業費 ４，２００，０００円 

基金から充当した額 ４，２００，０００円 

担当部課 こども部 子育て支援課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 幼稚園就園奨励事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

令和元年１０月からの「幼児教育・保育の無償化」の実施に伴い、入園料等

の経費の負担が増加する新入園児の保護者に対して、経済的負担の軽減を

図ります。 

 

（事業の内容） 

市内在住かつ市内私立幼稚園へ新たに通う園児の保護者に対して、市町村

民税非課税世帯や第３子以降世帯等の一定の条件下で補助金（１８，０００

円または５４，０００円）を支給します。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実績は以下のとおりです。 

 

３９６，０００円（対象者８名） 

 

 

◆ 入園料等の補助により、子育て世代の経済的負担軽減に資することがで

きました。 

事業費 ３９６，０００円 

基金から充当した額 ３９６，０００円 

担当部課 こども部 子育て支援課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 使用済み紙おむつ等自園処理事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市内の民間の認可保育所・認定こども園・小規模保育事業（保育施設）にお

いて、使用済み紙おむつの保護者の持ち帰りを廃止することで、保護者の経

済的負担および保育施設の保育教諭等の負担を軽減し、保育サービスの充

実を図ります。 

 

（事業の内容） 

市内の保育施設に通園する０～２歳児の子どもに対し、一定金額を民間保

育所運営費補助金として民間の保育施設に補助します。 

運用の成果 

◆ 令和６年度 民間保育所等運営補助金 

（使用済み紙おむつ等自園処理事業） 

 

２，７５３，７００円（清和こども園 他１４園） 

＜令和６年４月～令和７年３月＞ 

 

 

◆ 引き続き事業を実施することで、保護者及び保育教諭等の負担軽減を図

ります。 

事業費 ２，７５３，７００円 

基金から充当した額 ２，７５３，７００円 

担当部課 こども部 子育て支援課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 使用済み紙おむつ等自園処理事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市内認定こども園および児童発達支援センターにおける使用済み紙おむつ

の保護者の持ち帰りを廃止することで、保護者の経済的負担および保育施

設の保育教諭等の負担を軽減し、保育サービスの充実を図ります。 

 

（事業の内容） 

使用済み紙おむつの保護者の持ち帰りを廃止し、自園にて処理を行います。 

運用の成果 

◆ 使用済み紙おむつについて施設において処理して欲しい、といった保護

者からのニーズが強い事業であったことから、保護者の負担軽減及び衛

生面への配慮に寄与するとともに、保育サービスの充実にも結び付いて

います。また、保育教諭等の負担軽減にもつながっています。 

 

◆ 引き続き事業を実施することで、保護者及び保育教諭等の負担軽減を図

ります。 

事業費 ２４６，６５６円 

基金から充当した額 ２４６，６５６円 

担当部課 こども部 子育て支援課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 使用済み紙おむつ等自園処理事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市内認定こども園および児童発達支援センターにおける使用済み紙おむつ

の保護者の持ち帰りを廃止することで、保護者の経済的負担および保育施

設の保育教諭等の負担を軽減し、保育サービスの充実を図ります。 

 

（事業の内容） 

使用済み紙おむつの保護者の持ち帰りを廃止し、自園にて処理を行います。 

運用の成果 

◆ 使用済み紙おむつについて施設において処理して欲しい、といった保

護者からのニーズが強い事業であったことから、保護者の負担軽減及

び衛生面への配慮に寄与するとともに、保育サービスの充実にも結び

付いています。また、保育教諭等の負担軽減にもつながっています。 

 

◆ 引き続き事業を実施することで、保護者及び保育教諭等の負担軽減を

図ります。 

事業費 ４１，１７２円 

基金から充当した額 ４１，１７２円 

担当部課 こども部 子育て支援課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 紙おむつ等無償化事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市内認定こども園、保育所、小規模保育事業所において、園児が使用する

紙おむつ等（おしりふきを含む）を市の公費負担により無償で提供するこ

とで、保護者の経済的負担および保育施設の保育教諭等の業務負担を軽減

し、保育サービスの充実を図ります。 

 

（事業の内容） 

令和６年１２月より、紙おむつ等を市内の認定こども園、保育所、小規模

保育事業所の発注内容に応じて週１回、無償で納入します。 

運用の成果 

◆ 従来保護者が園へ持参していた紙おむつ等を無償提供することで、保

護者の経済的負担および登園準備負担の軽減が図られ、保育サービス

の充実に繋がっています。 

 

◆ 保育教諭等にとっては、園児毎の個別管理が減り、作業効率が向上し、

業務負担軽減にも繋がっています。 

 

◆ 引き続き事業を実施することで、保護者及び保育教諭等の負担軽減を

図ります。 

 

事業費 ５，２５２，２３７円 

基金から充当した額 ５，２５２，２３７円 

担当部課 こども部 子育て支援課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 多胎児家庭育児支援事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

いずみさの・ファミリー・サポート・センターを利用する際の利用料を補

助することにより、多胎児を養育するご家庭の育児等の負担感の軽減を図

ります。 

 

（事業の内容） 

多胎児を養育するご家庭に対して、いずみさの・ファミリー・サポート・

センターを利用する際の利用料を補助します。 

運用の成果 

◆ 令和６年度実績は以下のとおりです。 

 

・補助世帯      ２世帯 

・補助金額  １７，７００円 

 ・事業総額  ２０，３０４円 

事業費 ２０，３０４円 

基金から充当した額 ２０，３０４円 

担当部課 こども部 子育て支援課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 いずみさの子ども未来応援フェスタ運営事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

地域の子育て支援者や関係機関等と連携し、市民の子育て支援に対する意識を

高め、子育て中の親子の交流や地域交流の促進を図るとともに、幼少期から選

挙に親しむことにより、子育て世代への選挙啓発を行います。 

 

（事業の内容） 

レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センターおよびエブノ泉の森ホー

ルで、プラレールのひろば、選挙体験コーナー、ジオラマコーナー、Ｎゲージ

走行体験、ワークショップ、マシンピラティス体験、子育て応援コーナーを設

置し、中央図書館視聴覚室で、おはなし会、人形劇、ミニ映画上映会を実施し

ました。エブノ泉の森ホール前広場では、ゆるナキンのふわふわドーム、ミニ

鉄道乗車体験、各団体ブースを設け、様々な催し物を実施しました。また、市

役所横駐車場では、「はたらく車大集合！！」として、消防車両や救急車両、給

水車、警察車両、自衛隊車両、道路パトロールカー、バス・タクシーなどの団

体のご協力のもと、車両展示や制服を着て撮影できるブースを設けました。 

運用の成果 

◆ 令和６年度 来場者数 約６，０００人（※再入場者含む） 

（参考）令和５年度 来場者数 約４，０００人（※再入場者含む） 

 

◆ 令和６年度は第３回目の開催でイベントとしての認知度も上昇し、より多

くの子育て世帯に参加いただき、子育て中の親子の交流や選挙啓発に資す

ることができました。 

 

事業費 （次世代育成支援対策事業）７２３，９８５円 

基金から充当した額 ７２３，９８５円 

担当部課 こども部 子育て支援課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 一般事務事業（子育て支援課） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

少子化対策の一環として、子育て世帯の経済的負担軽減のため、２歳未満の

乳幼児のいる家庭に、おむつをごみとして排出するための市指定可燃ごみ袋

を配付します。 

 

（事業の内容） 

紙おむつを使用する２歳未満の乳幼児のいる世帯に、家庭用ごみ袋（１枚あ

たり２０リットル）を月齢に応じて無料で配付します。 

運用の成果 

◆ 令和６年度実績は以下のとおりです。 

 

・事業総額  ３，２０６，５１３円 

事業費 ３，２０６，５１３円 

基金から充当した額 ３，２０６，５１３円 

担当部課 こども部 子育て支援課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 子どもの未来応援事業 

運用事業の概要 

【こども朝食堂】 

（事業の目的） 

家庭の事情で朝食を食べずに登校する児童へ食事を提供することにより、子

どもの学習や成長を支えます。 

 

（事業の内容） 

市内の小学校において、授業開始前の時間帯に児童へ朝食を提供します。 

運用の成果 

◆ 令和６年度実績は以下のとおりです。 

 

・実施校数          １２校 

・参加者数      ４３，４０６人 

 ・事業総額  ４８，３４１，９８０円 

 

 

事業費 ４８，３４１，９８０円 

基金から充当した額 ２７，２８７，９８０円 

担当部課 こども部 子育て支援課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 送迎保育ステーション事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

認定こども園等の入所者数の均衡を図るとともに、認定こども園等の入所

待機児童の解消及び児童の送迎に係る保護者の負担軽減を図ります。 

 

（事業の内容） 

朝、送迎保育ステーションから在籍する認定こども園等（以下「指定保育施

設」という。）に登園するまでの間、夕方は日中在籍する指定保育施設から

保護者が迎えに来るまでの間、一時的にお預かりし、専用車両で日中在籍す

る指定保育施設へ送り届けます。 

運用の成果 

◆ 令和６年度＜令和７年１月～令和７年３月＞ 

 

業務委託料９，９００，０００円（社会福祉法人 日新親友会） 

 

◆ 引き続き事業を実施することで、保護者の負担軽減を図ります。  

事業費 ９，９００，０００円 

基金から充当した額 ４，９５０，０００円 

担当部課 こども部 子育て支援課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 紙おむつ等無償化事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市内認定こども園、保育所、小規模保育事業所において、園児が使用する

紙おむつ等（おしりふきを含む）を市の公費負担により無償で提供するこ

とで、保護者の経済的負担および保育施設の保育教諭等の業務負担を軽減

し、保育サービスの充実を図ります。 

 

（事業の内容） 

令和６年１２月より、紙おむつ等を市内の認定こども園、保育所、小規模

保育事業所の発注内容に応じて週１回、無償で納入します。 

運用の成果 

◆ 従来保護者が園へ持参していた紙おむつ等を無償提供することで、保護

者の経済的負担および登園準備負担の軽減が図られ、保育サービスの充

実に繋がっています。 

 

◆ 保育教諭等にとっては、園児毎の個別管理が減り、作業効率が向上し、

業務負担軽減にも繋がっています。 

 

◆ 引き続き事業を実施することで、保護者及び保育教諭等の負担軽減を図

ります。 

事業費 ８２５，１５６円 

基金から充当した額 ８２５，１５６円 

担当部課 こども部 子育て支援課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 防犯推進事業（特殊詐欺） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

振り込め詐欺などの特殊詐欺を防止し、安全安心まちづくりを進めます。 

 

（事業の内容） 

特殊詐欺対策機器（迷惑電話防止装置）の６５歳以上の市民への無料貸与し

ます。（貸出台数３００台） 

運用の成果 

◆ 令和６年度も、貸出台数３００台の運用を継続して事業を実施しまし

た。 

事業費 ２，３２１，２２０円 

基金から充当した額 ２，３２１，２２０円 

担当部課 市民協働部 自治振興課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 ふれあいのまちづくり事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市内に居住する地域の高齢者、障害者（児）及び子育て中の親子等、自立生活

を行う上において支援を必要とする人々が安心して生活できるよう、地域住民

の参加と協力による支えあい、助け合い活動を、小地域で行う体制を整備する

ことを目的とします。 

 

（事業の内容） 

各地区福祉委員会を通じて、地域の参加と協力による支えあい、助け合い活動

を行います。 

運用の成果 

◆ 個別支援活動 

延べ訪問回数 ３４，５１３回 

延べ訪問人数 ７１，３８７人 

登録協力員数 １，２８１人 

 高齢者・高齢者世帯・障害者等を中心に、定期的な声かけ訪問や 

家事支援、介護支援を行いました。 

 

◆ グループ支援活動 

実施回数 ２，６２０回 

延べ参加者数 ４０，７７５人 

ボランティア等関係者数 １３，６６９人 

 

①「いきいきサロン」 

ボランティアと高齢者・障害者等が共同で活動内容を企画・運営しながら楽

しい仲間づくり等を行いました。 

②「世代間交流」 

地域の高齢者等から昔からの遊びを教わったり、昔の生活の話を聞くこと等

により、子どもと高齢者等の交流を図りました。 

③「子育てサロン」 

子育て中の親子等が集まり、ボランティアと一緒に子育てについての交流活

動や相談活動などを行いました。 

事業費 １２，００７，０００円 

基金から充当した額 ７，０９９，０００円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 三世代同居等支援事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

こどもを安心して産み育てられ、また、高齢者等が安心して暮らせる健康

で幸せな住環境を創るために、泉佐野市内における三世代同居等の促進を

図ります。 

 

（事業の内容） 

泉佐野市に転入、または市内転居により親世帯と同居または近居（同一中

学校区域内または直線距離が概ね３．０ｋｍ以内）する子ども・孫世帯（１

８歳以下の子どもと同居している、または、夫婦のいずれもが４０歳未満

である）世帯に対して、転入転居費用の一部を助成します。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は次の通りです。 

 

助成件数 ３０件 

 

事業費 ２，９１３，６００円 

基金から充当した額 ２，９１３，６００円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 一般介護予防事業 健康寿命ウォーキング（委託） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

要介護状態等となることの予防又は悪化の防止及び地域における介護予

防事業を実施することにより、運動器の機能向上を図り、一人ひとりの生

きがいや自己実現のための取組を支援し、活動的で生きがいのある生活や

人生を送ることができるように支援することを目的とします。また、身近

な地域において、気軽に参加できる健康寿命ウォーキング講習会・定例会

を行うことで、市内全域での介護予防の積極的な普及啓発を行い、自主活

動へつなげ、その成果として、市民の健康寿命を延伸することを目的とし

ます。 

 

（事業の内容） 

要介護になる原因の約半数を占める足と歩行の問題を解決し、健康寿命の

延伸を実現するため、本市に在住する４０歳以上の市民を対象に健康寿命

ウォーキング（姿勢改善に特化したウォーキング方法）を地域において実

施（講習会・定例会・自主活動支援）することにより、地域住民の介護予

防・介護改善を図ります。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は次の通りです。 

 

【講演会】９回実施   参加者数     ６７人 

【定例会】市内８箇所  参加者数  延べ２９３人 

事業費 ５８２，０００円 

基金から充当した額 ５８２，０００円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 高齢者入浴利用料助成事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

高齢者相互の交流機会及び外出機会の増加、広々とした公衆浴場での入浴

機会を提供することにより、健康増進と交流・ふれあいを推進し、高齢者の

介護予防・健康づくりを図ります。 

 

（事業の内容） 

さのぽカードを所持している市内在住の６５歳以上の高齢者を対象に、市

内指定施設４浴場での入浴時に現金または泉佐野地域ポイント（通称『さの

ぽ』）でお支払いの後、浴場利用料相当分をポイントで付与することにより

助成を行います。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は次の通りです。 

 

延べ利用人数 ２５，３３２人 

事業費 ６，３３６，５８０円 

基金から充当した額 ６，３３６，５８０円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 社会福祉センター管理運営事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

高齢者相互の交流機会及び外出機会の増加、広々とした公衆浴場での入浴

機会を提供することにより、健康増進と交流・ふれあいを推進し、高齢者の

介護予防・健康づくりを促進するため、公衆浴場の利用者の利便性を図りま

す。 

 

（事業の内容） 

利用者の利便性を考慮し、社会福祉センターから共同浴場へ無料シャトル

バルを運行します。 

 

運用の成果 

◆ 令和６年度実績は以下のとおりです。 

 

延べ利用人数  ２，４６９人 

事業費 １，５４８，２５０円 

基金から充当した額 １，５４８，２５０円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 一般事務事業（地域共生推進課） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

住宅における高齢者の熱中症発症を予防し、高齢者の安全かつ安心な生活

を支援するため、エアコンのない住宅に居住する高齢者世帯に対して、予算

の範囲内において、泉佐野市高齢者世帯エアコン設置費等助成金を交付す

ることを目的とします。 

 

（事業の内容） 

助成の対象となる世帯は、以下のとおりです。 

 

（１）本市の住民基本台帳に登録されており、かつ居住してから１年を経過 

した６５歳以上の高齢者のみの世帯 

（２）現に居住する住宅にエアコンが設置されていない又は故障等により 

使用できるエアコンがない世帯 

（３）世帯員全員が市税を滞納していない世帯 

 

助成金の交付額は、前条に規定する助成対象経費の１０分の１０の額で、６

万円を限度とします。 

ただし、生活保護の規定によりエアコンの購入等に要する費用について扶

助を受けることができる世帯を除きます。 

運用の成果 

◆ 令和６年度実績は以下のとおりです。 

 

助成実績件数：９件 

事業費 ５４０，８４０円 

基金から充当した額 ５４０，８４０円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 コロナくらし復興支援センター（委託） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

コロナ禍の影響を受けて減収し、生活困窮状態にある方への相談・手続き

支援を行うため、相談支援員を配置することにより、コロナ禍の影響によ

る生活困窮者に特化した支援を行います。 

 

（事業の内容） 

泉佐野市立社会福祉センター内に設置する基幹型機能強化型包括支援セン

ターに相談支援員を加配し、基幹型機能強化型支援センターのノウハウを

活用して育成したうえ、コロナ特例貸付に関する相談窓口と一体運用を図

ることにより、コロナ禍によって増大した生活困窮者の支援ニーズ部分を

引き受けます。 

運用の成果 

◆ 令和６年度生活困窮者自立相談支援事業 

新規相談受付件数 市内合計２４１件のうち、相談支援員を加配した基幹

型機能強化型包括支援センターにおいて、受付件数が増加しています。コ

ロナ特例貸付が令和４年９月末で申請受付終了となって以降、償還手続き

や償還免除・猶予の申請に関する支援ニーズなどが引き続き見込まれる状

態です。 

（内訳） 

基幹包括支援センターいずみさの（基幹型機能強化型包括支援センター）１２４件 

包括支援センターしんいけ・・・・・・・・・・・・２２件 

第三中圏域包括支援センターホライズン・・・・・・・８件 

佐野中圏域包括支援センター泉ヶ丘園・・・・・・・７２件 

長南中圏域包括支援センターラポート・・・・・・・・４件 

日根野中圏域包括支援センターいぬなき・・・・・・１１件 

事業費 １４，６３７，７００円 

基金から充当した額 ３，６５９，０００円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 



51 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 障害者地域生活支援事業（重度障害者タクシー事業） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

在宅の重度障害者に対し、タクシーの利用料金の一部を助成することによ

り、その者の生活行動範囲の拡大と社会参加の促進に寄与し、もって重度

障害者の福祉の増進を図ることを目的とします。 

 

（事業の内容） 

在宅の重度障害者に対し、申請に基づいて、タクシー初乗り運賃（１乗車

あたり最大６８０円）を助成するタクシー券を配布します。 

 

運用の成果 

◆ 令和６年度分については８２３名から申請を受け付け、令和７年３月

末使用期限のチケットを１名につき最大２４枚ずつ（２枚×１２か月

分）を送付しました。 

 

◆ 令和６年度中に４，７４４枚、３，１１４，５９０円分の助成を行い

ました。 

 

◆ 令和７年度分については令和７年３月に、令和８年３月末使用期限の

チケットを送付し、その後も新たに対象になった方等にチケットを交

付し続けています。 

事業費 ３，４６７，０９０円 

基金から充当した額 ３，４６７，０９０円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 



52 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 障害者地域生活支援事業（手話言語条例関係事業） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

泉佐野市手話言語条例 第１条 

手話が言語であるとの認識に基づき、手話への理解の促進及び手話の普及

に関する基本理念を定め、市の責務並びに市民及び事業者の役割を明らか

にするとともに、手話に関する施策の基本的事項を定めることにより、障

害の有無に関わらず、全ての市民がともに認め合い、支え合う地域共生社

会を実現することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

条例の目的及び基本理念を達成するため、手話への理解の促進及び手話の

普及に係る施策を実施します。 

運用の成果 

◆ 手話通訳者派遣事業・要約筆記者派遣事業の実施 

 

◆ 手話奉仕員養成講座、点訳奉仕員養成講座、 

手話レベルアップ講座の実施 

 

◆ 登録手話通訳者研修会の実施 

 

◆ 聴覚障害者成人講座の実施 

 

◆ 手話言語条例パンフレット印刷 

※国補助金１，１８３，２０１円、府補助金５９３，４７８円充当 

事業費 ３，７５６，１９６円 

基金から充当した額 １，９７９，５１７円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 



53 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 一般事務事業（地域共生推進課） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

高齢者の円滑なコミュニケーションを図り、社会参加及び地域での交流を

促進するために、聴力機能の低下により日常生活に支障がある高齢者に対

して、補聴器の購入費用の一部を助成します。 

 

（事業の内容） 

本市の住民基本台帳に記録されている６５歳以上の高齢者で、住民税が非

課税である世帯又は生活保護法に基づく被保護世帯に属する方で、耳鼻咽

喉科医師等から両耳の聴力レベルが４０ｄｂ以上７０ｄｂ未満であるまた

は補聴器が必要と認められた方に対し、管理医療機器として認定された補

聴器本体の購入にかかる費用の２分の１（上限額５万円）を助成します。 

運用の成果 

◆ 令和６年度から、高齢者補聴器購入費助成金事業を開始しました。 

初年度であるため、広く周知できていない中であったなか、３９件の 

補助金額１，８７２，７００円の実績となりました。 

 

◆ 本事業の実施により、補聴器の購入を躊躇していた方が前向きに導入

に踏み切られたほか、より性能の高い機種を選択された方も見られる

など、事業として一定の効果が確認できました。 

事業費 １，８７２，７００円 

基金から充当した額 １，８７２，７００円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 



54 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 低所得世帯価格高騰重点支援事業（追加） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

物価高騰の負担感が大きい低所得世帯（住民税非課税世帯等）に対し、１世

帯当たり１３万円を支給し、家計への負担軽減を図ることを目的とします。 

 

（事業の内容） 

令和６年度の新たな住民税非課税世帯及び均等割課税世帯に対して、１世

帯当たり国の１０万円に市独自の３万円を加えた１３万円を支給します。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は次の通りです。 
 

総支給世帯 ： ２，１６０世帯 

総支給額  ： ２８０，８００，０００円 

（ ２，１６０世帯×１３０，０００円） 

  

その内、市独自で加えた３万円分を基金より運用。 

２，１６０世帯×３０，０００円＝６４，８００，０００円 

事業費 ３１９，９３７，６９１円 

基金から充当した額 ６４，８００，０００円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 



55 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 高齢者の生きがいと健康づくり事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

高齢者の知識や経験を生かし、生きがいと健康づくりのための多様な社会

活動や、地域を豊かにする各種活動が推進されることを目的とします。 

 

（事業の内容） 

会員演技大会の開催、会員作品展・各種大会（囲碁、将棋等）の開催、府老

人クラブ連合会各種行事への参加、組織拡大強化活動等 

運用の成果 

◆ 長生会連合会に加盟する、単位長生会の会員数 … ３，８３１名 

 

事業費 ４，０４６，３４０円 

基金から充当した額 ４，０４６，３４０円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 



56 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 高齢者の生きがいと健康づくり事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

長生会連合会が開催する会員大会（演芸大会）において、さのぽポイントを

付与することで、大会への参加を促します。 

 

（事業の内容） 

６０歳以上市内在住の来場者にさのぽ１０００ポイントを付与します。 

 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は以下のとおりです。 

 

さのぽ付与者数 １，１５８名 

事業費 １，１５８，０００円 

基金から充当した額 １，１５８，０００円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 



57 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 長寿者祝賀事業事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

多年にわたり社会の進展に貢献した高齢者に対し、長寿祝金を支給するこ

とにより、その長寿を祝福するとともに高齢者の生きがいの高揚と福祉の

増進を図ることを目的とします。 

 

（事業の内容） 

祝金の支給を受けることができる者は、毎年９月１日現在で本市の住民基

本台帳に登録されている満９０歳の者で、かつ泉佐野市長寿祝金支給申請

書の提出があり、審査のうえ受給資格を満たした者に祝金１０，０００円

を支給します。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は次の通りです。 
 

祝金支給者１，５５０人 

事業費 １６，９０９，０００円 

基金から充当した額 １６，９０９，０００円 

担当部課 健康福祉部 地域共生推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 



58 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 高齢者運転免許自主返納奨励事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

大阪府では、高齢ドライバーによる交通事故発生件数及び高齢ドライバー

の死亡事故は増加傾向にあります。そこで、運転に自信のなくなった、また

は運転する機会の少なくなった高齢者の方が、運転免許証を自主返納しや

すい環境づくりのため、高齢者運転免許自主返納奨励事業として地域ポイ

ント「さのぽ」を進呈し、併せて「さのぽ」活用による地域経済の活性化促

進を図るものです。 

 

（事業の内容） 

運転免許証を自主返納した高齢者に地域ポイント「さのぽ」１０万ポイント

の進呈。 
【対  象】  泉佐野市に住所を有する返納時７０歳以上の高齢者 

【対象期間】  令和２年４月１日以降の自主返納 

【申請期間】  令和６年１０月１日～１１月２９日 

【定  員】  １００人（申込多数の場合は抽選） 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は次の通りです。 

・ 申請件数   ３１０件 

・ 当初付与人数 １００名 

・ 追加付与人数 ２０９人（申請者多数につき救済措置対応） 

・ 合計付与人数 ３０９人 

 

◆ 本市における高齢者免許返納者は、平成２９年の事業開始当初より継

続して増加傾向にあり令和６年度までに１，８００名を超える方が自

主返納されました。加齢に伴う身体機能低下等によって運転に不安を

感じる高齢者ドライバーにとって、自主返納を考えるきっかけとなり、

交通安全の啓発につながっているものと思われます。 

 

◆ 引き続き、高齢者ドライバーが急激に増える状況下、高齢者ドライバー

による交通事故を更に減少させるため、運転に自信をなくしたり、運転

する機会の少なくなった高齢者の方が、運転免許証を自主返納しやす

い環境づくりのために、本事業を継続したいと考えています。 

事業費 ３１，０００，０００円 

基金から充当した額 ３０，９００，０００円 

担当部課 都市整備部 道路公園課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生福祉課 



59 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 高齢者自転車ヘルメット助成事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

近年、高齢者の自転車による交通死亡事故が多発しています。その死亡事故の

ほとんどがヘルメット未着用によるものです。ヘルメット着用の有無による致

死率を比較すると着用していない場合は、着用している場合の約２倍も高くな

ります。そこで、高齢者による自転車での転倒事故等による死亡事故を減らす

ため、高齢者自転車ヘルメット助成事業として地域ポイント「さのぽ」を進呈

し、併せて「さのぽ」活用による地域経済の活性化促進を図るものです。 

 

（事業の内容） 

ＳＧマーク等の安全性に関する基準に適合している自転車用ヘルメットを購入

した購入価格（消費税及び地方消費税を含む。）に１／２を乗じた額（当該額に

１００円未満の端数が生じたときは、当該端数を切り捨てた額とする。）とし、

３，０００円（３，０００ポイント）を上限に進呈します。 

【対  象】  泉佐野市に住所を有する購入時６５歳以上の高齢者 

【対象期間】  令和６年１月１日以降に購入したヘルメット 

【申請期間】  令和６年５月１日～令和７年３月３１日 

    但し、予算が無くなり次第終了 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は次のとおりです。 

・ 申請件数   １５５件 

・ 付与人数   １５５名 

 

◆ 道路交通法の改正により、令和５年４月１日から、すべての自転車利用者

に、ヘルメットの着用が努力義務化されました。高齢者は、加齢に伴う身

体機能低下等により転倒事故が多発し死亡事故の原因となっています。ヘ

ルメットの購入助成を行うことにより、ヘルメットの購入を促進し、ヘル

メットの着用率が上がれば高齢者の自転車事故による死亡事故の減少に

つながることから、今後も本事業を継続したいと考えています。 

事業費 ７５０，０００円 

基金から充当した額 ４１５，４００円 

担当部課 都市整備部 道路公園課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生福祉課 



60 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（社会福祉活動推進）（福祉基金） 

運用事業の名称 
泉佐野市地域公共交通計画の策定 

ＡＩデマンド交通の導入にかかる社会実験の実施 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

地域のより良い公共交通を目指します。 

 

（事業の内容） 

泉佐野市地域公共交通計画の策定業務のほか、ＡＩを活用したデマンド交通導

入にかかる社会実験等を実施します。 

運用の成果 

◆ 泉佐野市地域公共交通計画について、泉佐野市地域公共交通協議会を開催

し、計画（案）を策定、パブリックコメントの募集などを行いました。 

 

◆ ＡＩを導入したデマンド交通の社会実験を下記のとおり実施しました。 

 

【社会実験の概要】 

 実施期間：令和７年２月から３月末（２か月間） 

 実施区域：長滝・上之郷・日根野・末広小学校区内の一部エリア 

 乗降場所：長滝駅のほか、上記エリア内のスーパー、店舗、診療所、町会館、

長生会館などに全６４か所を設置 

 使用車両：車いす対応のジャパンタクシー 

 利用申込：スマートフォン等によるＷＥＢ予約、 

電話予約（コールセンター） 

 運  賃：無料 

 

【社会実験の結果】 

 乗客実績：２月 １１７名（相乗り７件） 

３月 １５９名（相乗り１５件） 

      期間合計 ２７６名（相乗り２２件） 

 利用傾向：週末の利用が多く、利用者の９割が女性、６５歳以上の高齢者の

利用が７割と多く、買物や通院を目的とした利用が多い状況でし

た。 

事業費 ４１，１４０，０００円 

基金から充当した額 ４１，１４０，０００円 

担当部課 都市整備部 道路公園課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 



61 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 健康マイレージ事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

健康づくりへの積極的な参加促進を図ることを目標にしています。 

 

（事業の内容） 

歩く、血圧・体重測定、健（検）診受診、対象事業への参加など、健康

づくりへの取り組みに対し、「さの健康ポイント」の付与を行います。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実績報告は以下の通りです。 

 

紙のマイレージ事業でさのぽに交換した人は５１４人、 

健康マイレージ事業デジタル化「さのぽっ歩」登録者数は６，１４７人 

 

◆ 令和６年１月より健康マイレージ事業のデジタル版「さのぽっ歩」

を開始し、健康診断やがん検診を市内の医療機関で受けると「さの

健康ポイント」が５００ポイント溜まり、市民が積極的に健康づく

り行動に取組ができるようになりました。 

 

◆ 「さのぽっ歩」登録者の年齢別では２０歳代が６％、３０歳代が１

０％、４０歳代が１７％、５０歳代が２１％、６０歳以上が４７％

と６０歳以上が約半数でした。 

 

◆ この結果、幅広い層に健康への意識付けや健（検）診の受診率向上

に繋げることができました。 

 

事業費 １８，５２１，１５０円 

基金から充当した額 １８，５２１，１５０円 

担当部課 健康福祉部 健康推進課 

基金所管部課 健康福祉部 健康推進課 



62 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 健康づくり事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

泉佐野市補助金等交付規則（平成１７年２月１６日泉佐野市規則第２号）に定

めるもののほか、市民の主体的な健康づくりの促進及び充実を図ります。 

 

（事業の内容） 

泉佐野市健康増進計画・食育推進計画により地域における取組を推進するボラ

ンティア団体である食生活改善推進協議会及びいずみさのみんなの健康づくり

応援団（以下「団体等」という。）に対して、泉佐野市健康づくり推進事業助成

金（以下「助成金」という。）を交付します。 

運用の成果 

◆ 助成金の交付額は、食生活改善推進協議会３００，０００円、 

いずみさのみんなの健康づくり応援団１５０，０００円を上限とし市長が

決定しました。 

 

◆ その結果、ボランティア団体の活動を行う上で必要な物品が購入でき、幅

広い層に健康づくりを支援する活動を行うことが出来ました。 

 

◆ 引き続き、泉佐野市健康増進計画・食育推進計画により地域における取組

を推進する団体等が市民の健康づくりに寄与できる活動が行えるよう、情

報提供や必要な支援を続けていきます。 

 

  

事業費 ４５０，０００円 

基金から充当した額 ４５０，０００円 

担当部課  健康福祉部 健康推進課 

基金所管部課 健康福祉部 健康推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（泉佐野市福祉基金） 

運用事業の名称 健康づくり事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

コロナ禍後の身体的フレイル状態が懸念される国民健康保険加入世帯に対し、

新しい日常生活の中で日頃から予防・健康づくりに取り組む契機となるよう、

健康増進に資する物品等の購入や活動を支援することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

健康増進に資する物品等の購入や活動を支援することにより、生活習慣病予防

及び国保特定検診受診率向上を目的として、国保被保険者１人あたり泉佐野市

地域ポイントさのぽ「５，０００ポイント」を付与するものとします。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は以下のとおりです。 

申請世帯数     ８，３７１ 世帯 

交付人数      １３，０７７ 人 

付与ポイント数   ６５，３８５，０００ ポイント 

付与率       ７７．４％ 

（交付人数／Ｒ６．１０．３１時点国保加入者数１６，８９６人） 

 

◆ 上記実施結果のとおり、国保加入者の７７．４％にポイントを付与するこ

とができ、健康増進支援に寄与することができました。 

 

事業費 ８３，３８４，１４３円 

基金から充当した額 ８３，３８４，１４３円 

担当部課 健康福祉部 健康推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 新型コロナワクチン予防接種事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

新型コロナワクチン予防接種を実施することによって、個人の発病又は重

症化を防止し、併せてこれによりそのまん延予防に資することを目的とし

ます。 

 

（事業の内容） 

接種当日、６５歳以上の人、６０歳以上６５歳未満の人で（心臓・じん臓・

呼吸器・ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能で自己の身辺の日常生活

活動が極度に制限される程度）以上の障害を有する人（身体障害者手帳１級

所持又は相当程度の人）の市民を対象とし、実施期間内に接種することで自

己負担額は３，０００円とします。また、市民税非課税世帯・生活保護受給

世帯に該当する場合、申請により負担金を免除することができます。 

運用の成果 

 

◆ 令和６年度予防接種助成者数 

 

 

◆ 感染症予防充実の観点から、引き続き助成を行います。 

接種方法 対象者数 助成者数 

医療機関で個別接種 ２６，２６９人 ４，４４３人 

事業費 １３，３２９，０００円 

基金から充当した額 １３，３２９，０００円 

担当部課 健康福祉部 健康推進課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ③ともにいきるプロジェクト（福祉基金） 

運用事業の名称 中央小学校留守家庭児童会整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

共働き家庭やひとり親家庭の増加など、子どもを取り巻く 環境の変化か

ら、放課後における児童の安全な居場所づくりが求められております。老朽

化による建替えや増築などの施設整備を進めるとともに、その支援に努め

ます。  

 

（事業の内容） 

いままで中央小学校放課後児童クラブは専用施設の活用２教室で対応して

きましたが、支援学級数の増加及び生徒数の増加により、２教室のみで対応

することができないことから、専用施設を学校敷地内に新設することによ

り待機児童を出さない等問題解決を図るものです。 

運用の成果 

◆令和６年度は、令和７年度実施予定の、整備工事・電気設備工事・機械設

備工事に先駆けて、実施設計並びに地質調査を実施することができまし

た。無事にどちらも完了することができ、今年度の工事をスタートするこ

とができています。 

 

・中央小学校留守家庭児童会建設に係る実施設計 

・中央小学校留守家庭児童会建設に係る地質調査 

事業費 ９，３１３，７００円 

基金から充当した額 ９，３１３，７００円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 健康福祉部 地域共生推進課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ④人づくりプロジェクト（国際交流振興基金） 

運用事業の名称 外国⼈労働者受⼊環境整備事業（外国人食堂） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

日本で慣れない生活を送る外国人留学生等を対象に無料で食事を振る舞う「外国人

食堂」を開催し、経済的困窮と孤立を深めた人たちを支援するとともに外国人留学

生等同士が交流を深め、繋がれる拠り所となることを目指します。 

また、食事を振る舞うだけでなく、交流イベントを行い、留学生等が楽しく馴染み

やすい交流の場づくりや日本語学習や外国人雇用に意欲的な本市を中心とした企

業や事業所の交流説明会を通して、留学生等の泉佐野市における就労意欲や生活へ

の興味を喚起します。 

 

（事業の内容） 

・外国人食堂業務 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は以下のとおりです。 

 

・外国人食堂開催回数：３回 

・外国人食堂参加人数：２２６人 

 

事業費 １１，４８８，９５０円 

基金から充当した額 １１，４８８，９５０円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 市民協働部 自治振興課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ④人づくりプロジェクト（国際交流振興基金） 

運用事業の名称 国際交流推進事業（自治振興課） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

① 世界の迎都（げいと）として、海外の友好都市との交流を推進します。 

② 市民の国際化啓発および在住外国人支援。 

 

（事業の内容） 

（１） 海外の友好提携都市等との交流事業の実施 

（２） 多文化共生に関わる事業について、国際交流団体への事業委託 

（３） 泉佐野市グローバル人材育成支援金 

運用の成果 

① 海外の友好提携都市との交流事業の実施。 

（１）  友好提携都市との交流事業 

ア．各都市への友好訪問団派遣  

イ．各都市からの友好訪問団受入 

ウ．日中韓スポーツ交流（サッカー・野球） 

エ．アメリカ合衆国カリフォルニア州デイリーシティとの 

友好都市提携調印 

（２） その他友好交流 

  ア．友好関係都市への訪問（中国重慶市武隆区、中国北京市大興区） 

  イ．インドネシア ブカシ市への市長親書送付 

 

② 多文化共生に関わる事業について、国際交流団体への事業委託。 

（ＮＰＯ法人泉佐野地球交流協会への委託事業等） 

国際交流イベント事業 

日本語学習支援事業 

多文化共生に関する事業 

新型コロナウィルス感染症に伴う在住外国人支援 

 

③ 泉佐野市グローバル人材育成支援金 

泉佐野市グローバル人材育成支援金の交付 
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事業費 ４９，８４２，７４９円 

基金から充当した額 ４９，８４２，７４９円 

担当部課 市民協働部 自治振興課 

基金所管部課 市民協働部 自治振興課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ④人づくりプロジェクト（国際交流振興） 

運用事業の名称 
まちづくり推進事業内 

関西空港開港３０周年及び中国上海市徐匯区友好提携３０周年記念事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

１９９４年９月に関西国際空港が開港し、その翌月に、本市としては初の海外

友好都市提携を中国上海市徐匯区と行いました。本年度は友好都市提携３０周

年を迎えるとともに、関西国際空港も開港３０周年を迎えることから、双方の

記念事業として市民をはじめとした交流団による国際交流を行い、関空の利用

促進と更なる友好関係・国際交流を深めることを目的とします。 

 

（事業の内容） 

（１）派遣回数 １回 

（２）派遣人員 ２５名 ※市より派遣（成人）２４名＋添乗員１名 

（３）派遣先  中国上海市徐匯区・上海市宝山区 

運用の成果 

◆ 本市の友好提携都市との関係をさらに深めることを主眼に、中国上海市の

徐匯区と宝山区を訪問しましたが、今回は公募市民に参加してもらうこと

で、行政間交流を体感してもらう機会や、市民レベルでの交流の契機となる

ことも目的設定しました。 

 

◆ その結果、両区との交流が深まったことに加え、市民公募参加者の声にもあ

ったとおり、泉佐野市における国際交流の意味合いや、その解釈、今後の展

開など、各々が多様な受け止めをされました。今後、公のみならず民の交流

の裾野が広がったと思われます。 

 

 

  

事業費 ５，０００，０００円 

基金から充当した額 ４，２９３，８０６円 

担当部課 市長公室 政策推進課 

基金所管部課 市民協働部 自治振興課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ④人づくりプロジェクト（国際交流振興基金） 

運用事業の名称 国際交流推進事業（学校教育課） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

・姉妹都市・友好都市との交流 

・英語教育の推進 

 

（事業の内容） 

・オーストラリア・クイーンズランド州・サンシャインコーストマラソン

へのランナー派遣 

・オーストラリア・クイーンズランド州・サンシャインコースト市への 

生徒派遣 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は、次のとおりです。 

 

１．姉妹都市・友好都市との交流（マラソン大会への市民ランナー派遣） 

（１）派遣先 

オーストラリア・クイーンズランド州・サンシャインコーストマラソン 

（２）期間   ８月７日～８月１２日（６日間） 

（３）派遣人数 ３名（市民ランナー男女各１名・職員ランナー１名） 

 

２．英語教育推進生徒派遣事業 

（１）派遣先 

オーストラリア・クイーンズランド州・サンシャインコースト市 

（２）期間   ７月２９日～８月５日（８日間） 

（３）派遣人数 １１名（生徒１０名・教員１名） 

事業費 ６，５１５，５５０円 

基金から充当した額 ６，５１５，５５０円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 市民協働部 自治振興課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ④人づくりプロジェクト（国際交流振興基金） 

運用事業の名称 海外派遣（青少年海外研修）事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

青少年育成 

 

（事業の内容） 

オーストラリア・クイーンズランド州・サンシャインコーストへの 

青少年派遣 

運用の成果 

◆令和６年度の実施結果は、次の通りです。 

 

１．青少年海外研修 
（１）派遣先 

オーストラリア・クイーンズランド州・サンシャインコースト 

（レクシス・イングリッシュ・サンシャインコースト） 

（２）期間    ７月２９日～８月１４日（１７日間） 

（３）派遣者数  １１名（青少年９名・職員２名） 

 

２．事前研修 
（１）期間  ６月９日（日）～７月２１日（日）までの毎週日曜日の７日間 

（２）回数  ア 英会話レッスン ９回 

イ 生活セミナー  ３回 

ウ 日本文化紹介  ７回 

 

３．事後研修 
（１）日時   ９月８日（日） 

（２）参加者数 １７名（青少年５名・生徒９名・職員１名・教員２名） 

 

４．帰国報告会 
（１）日時   ９月２１日（土） 

（２）参加者数 ２１名（青少年９名・生徒９名・職員１名・教員２名） 

事業費 ７，８６３，２９５円 

基金から充当した額 ７，８６３，２９５円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 市民協働部 自治振興課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 企業誘致事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

おもてなし条例 

観光客に対する心のこもったおもてなしによる観光振興の推進及び受入環

境の整備に必要な施策を講じ、泉佐野市への来訪及び滞在を促進し、また、

宿泊施設を設置する事業者に対して奨励措置を講ずることにより、観光旅

客の宿泊施設を確保し、それに伴う雇用機会の創出を図ることで、地域経

済の活性化と市民福祉の向上に資することを目的としています。 

 

（事業の内容） 

交通の利便性といった地域の強みを情報発信し、条例に従って奨励金を交

付することで市域への企業誘致を行います。 

 

運用の成果 

◆ りんくうタウン駅及び泉佐野駅の周辺に各１件ずつ、ホテルを誘致し、

コロナ禍を経て開業することができました。 

 

◆ これにより、観光旅客の宿泊施設を確保し、それに伴う雇用機会の創出

を図ることで、地域経済の活性化と市民福祉の向上に資することができ

ました。 

事業費 １，１６７，０００円 

基金から充当した額 １，１６７，０００円 

担当部課 成長戦略室 おもてなし課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 



73 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 国際観光産業振興事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

交流人口及び関係人口の創出となる都市魅力創造に繋がる新たなＭＩＣＥ

コンテンツとして、ｅスポーツの取組みを行っています。 

 

（事業の内容） 

・ｅスタジアム泉佐野の施設整備、管理・運営 

・大会、イベントの実施 など 

運用の成果 

◆ 施設来場者数 １２，００７名 

 

◆ 開催イベント（６０件） 

・フォートナイトを使った定期的なオンラインイベント 

・ｅスポーツクリエイターアカデミーなど他多数イベントを実施 

事業費 １４７，９５３，３９５円 

基金から充当した額 ３１，６３１，３８６円 

担当部課 成長戦略室 おもてなし課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 成長戦略事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

カレーは多くの国・文化圏で定着している料理であることから、「カレーの

街」として認知される可能性を図り、市域へのさらなる誘客及び恋人の聖

地回遊促進を目的としてカレーサミットを実施しました。 

 

（事業の内容） 

「ＩＺＵＭＩＳＡＮＯカレーサミット２０２４秋」の開催 

運用の成果 

⚫ 内容 

・カレー１６店舗（市内１０店舗・市外６店舗） 

・スイーツ５店舗 

・物販ブース、マルシェブース 

・ステージ演出（じゃんけん大会、番匠谷紗衣さんライブ） 

・ゆるナキンふわふわドーム 

 

開催日：令和６年１１月３０日（土）～１２月１日（日） 

場所：あさひ賃貸 りんくうステージ・りんくうアイスパーク芝生広場 

参加者数：約４，８００名（２日間合計） 

  

事業費 ６，２３９，０００円 

基金から充当した額 ３，１２０，０００円 

担当部課 成長戦略室 おもてなし課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 成長戦略事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

関空アイスアリーナは、フィギュアスケートのナショナルトレーニングセ

ンター競技別強化拠点施設として指定を受け、アスリートの練習拠点とし

ても活用されています。スケート競技発展のため、アスリートへの支援を

目的としています。 

 

（事業の内容） 

アスリートの練習拠点として、集客が見込まれる週末にリンクを提供して

いることにより生じる関空アイスアリーナの減収に対する補助を行いま

す。 

運用の成果 

◆ 補助により施設の適正な運営を維持することができ、また、令和６年

７月６日（土）に地域貢献の一環として、フィギュアスケート特別強

化選手の公開練習が実施され、多くの市民に見学いただきました。 

事業費 ８，２００，０００円 

基金から充当した額 ８，２００，０００円 

担当部課 成長戦略室 おもてなし課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 



76 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 泉州タオルプロモーション事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

日本のタオル発祥の地である本市において、業界等と連携して「泉州タオ

ル」の知名度向上、産量拡大等を推進することにより国内生産量「日本一」

をめざし、地域の活性化に寄与することを目的とします。 

原材料費や燃料費等の価格高騰の影響で、タオル製造コストが急激に上昇

していることから、特に燃料費の負担が増大している後晒事業者へ市から

補助金を支給することで、タオル価格への費用転嫁を防ぎ、タオル業界全

体を安定させることを目的とします。 

 

（事業の内容） 

業界等と連携し「泉州タオル」の認知度向上に向けたプロモーション活動

を実施します。 

泉佐野市産業経済振興事業補助金の交付を行います。 

運用の成果 

◆ 新ブランド「水と ともに 生きる 泉州タオル」のブランドブック、

カタログの作成・配布などによるプロモーション事業の実施やタオル

バザールの実施による販売促進活動を実施しました。 

 

◆ 大阪タオル振興協議会に泉佐野市産業経済振興事業補助金を交付しま

した。 

事業費 ６，８７４，４９２円 

基金から充当した額 ６，８７４，４９２円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 空き店舗等活用型新事業創出支援事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

増加傾向にある市内の空き店舗等を活用して、新たな事業展開の活動拠点

として利活用することを促すとともに、創業準備からその後のフォローま

での様々な段階に応じた支援の充実により、関係人口の拡大、地域経済の

活性化に寄与することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

・空き店舗等活用型新事業創出支援に関する業務 

・空き店舗等活用型新事業創出支援に係るサポート業務 

運用の成果 

◆ 空き店舗等活用型新事業創出支援補助金 

採択件数：９件 

 

事業費 ２６，００７，８３８円 

基金から充当した額 ２６，００７，８３８円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 商工業振興事業（地域一体型オープンファクトリー企画運営業務） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市内企業のものづくりの現場等を公開し、来場者にその価値を体験してもらい

ます。開催にあたっては、企業単独ではなく、普段は関わることのない人材の

参画を促し、地域が一体となってオープンファクトリーに取り組むことで、地

域づくりの鍵となる人物を発掘するとともに、業種・立場を超えた良好なコミ

ュニティづくりにつなげることを目的とします。 

また、本市のものづくり事業者のイメージの向上及び集客による地域経済の活

性化を図るため、市内のものづくり事業者に対し、見学者及び体験者を受け入

れるための環境整備にかかる経費の一部の補助を行うことを目的とします。 

 

（事業の内容） 

・地域一体型オープンファクトリー企画業務 

・参加企業・イベント運営スタッフ募集業務 

・参加企業やイベント運営スタッフへの対応業務 

・広報、イベント運営業務 

・泉佐野市オープンファクトリー推進事業補助金の交付 

運用の成果 

 

事業費 ６，４７３，３００円 

基金から充当した額 ６，４７３，３００円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 

◆ 泉州オープンファクトリー 

 

・参加企業：37 社 

・参加者：約 2,500 名 

・オープンファクトリー推進事業補助金 

補助金交付事業者：９社 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 職業生活における女性活躍推進事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市内に在住する女性を中心に、女性の職業生活における社会進出を推進するこ

とと、地域内経済の活性化に寄与するため、プチ起業「小商い」という働き方

に加え、就業などの雇用としての働き方も含めた社会進出のサポートを行うこ

とだけでなく、女性同士のつながりにより、女性特有の悩みなどをお互いが共

有し、その悩み等を解決につなげる場（コミュニティ）を提供することで、安

心して女性が社会に出て働き、活躍できる機運を高めることを目的とします。 

 

（事業の内容） 

・ワークショップの実施 

・コーチング実施 

・コミュニティ形成支援業務 

運用の成果 

◆ ワークショップ 

（１）開催回数 １３回 

内訳  

・ミライのシナリオ～好きなことを「しごと」にするワークショップ～ 全５回 

・なりわいテーブル 全５回 

・女性のためのパラレルキャリアＬＡＢＯ 全３回 

（２）参加人数 １８名 

 

◆ コーチング業務 

上記のワークショップの参加者を中心として、相談を常時受け付け。 

 

◆ コミュニティ形成業務 

上記のワークショップの参加者を中心として、コミュニティを立ち上げ。 

事業費 １０，５０５，０００円 

基金から充当した額 １０，５０５，０００円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 商工業振興事業（地域ポイント「さのぽ」運営事業） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

地域ポイントである「さのぽ」を活用し、地域経済圏を構築し地域経済の

活性化を図るとともに、市の各種施策を推進します。 

 

（事業の内容） 

・さのぽカード管理運営業務 

・さのぽ加盟店管理運営業務 

・さのぽシステム・端末管理運営業務 

・さのぽポイント管理運営業務 

運用の成果 

◆ 加盟店数 

令和５年度末時点の３２４店舗から３８０店舗に増加。 

 

◆ カード会員数 

令和５年度末時点の１０４，５９１人から１１２，０１９人に増加。 

 

◆ さのぽによる購買金額 

  ３，１５６，３１８，１８５円 

 

◆ 加盟店での進呈ポイント 

  ３１，６１５，０８１ポイント 

 

 

 

事業費 ３７，３３３，０００円 

基金から充当した額 ３７，３３３，０００円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 キャッシュレス消費喚起対策事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

物価高騰などの影響で落ち込んだ消費を喚起し、市域経済を活性化させる

とともに、原油価格や資材・原材料高騰の影響を受けている市内店舗を支

援することを目的とし、地域ポイントである「さのぽ」を活用した還元キ

ャンペーンを実施します。 

 

（事業の内容） 

さのぽ加盟店で、購入を行う際、さのぽカードを提示することでキャンペ

ーン期間中のお買上金額（ポイント利用分を除く）の３０％（付与上限９，

０００ポイント）を付与します。 

運用の成果 

◆ 付与対象者 ： ４１，６１２人 

◆ 付与総額  ： １８５，４７１，１４５ポイント 

 

 

事業費 ２２４，２００，７７２円 

基金から充当した額 １１０，３０６，２９８円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 新たな生活様式推進事業（フリーランス移住促進実証事業） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

首都圏等に在住のフリーランスで起業をしたい人材に、本市へ体験移住を

してもらい、市内にあるコワーキングスペースや空き家（古民家）等を拠

点に、ＩＴ・動画制作等のスキルアップや起業のためのセミナーを開催し、

同じ志を持つ起業希望者との交流を促すことで、起業への後押しを行うと

ともに、移住希望者に対する情報提供にも取り組み、フリーランスの移住

につなげます。 

また、デジタル化に悩む市内中小企業等とのマッチングのためのイベント

やセミナーを開催することにより、フリーランスの新規参入やスキルアッ

プ、顧客獲得の機会を創出するとともに、それぞれの企業に即したデジタ

ル化を支援し、地域ＤＸをボトムアップ型で推し進めることで、地域活性

化に寄与することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

・フリーランス養成講座の実施 

・イベント・セミナーの実施 

運用の成果 

 

事業費 １１，０００，０００円 

基金から充当した額 １１，０００，０００円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 

◆ 動画制作合宿３回 

参加：２０名（内、移住者７名）  

 

◆ Web プログラミング合宿３回 

  参加：２０名（内、移住者３名） 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 地域商業複合化推進事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

「つばさ通り商店街」を含む周辺界隈全体のエリア（さの町場）の日常生

活の場を「まちやど」と見立てて、ショッピング・飲食・美容・体験スペ

ースなどの滞在型・週型事業を形成することで、コミュニティ形成の場と

なる持続可能な商店街の再生・活性化を目的とします。 

 

（事業の内容） 

地域商業複合化推進事業補助金の交付 

運用の成果 

◆ 地域商業複合化推進事業補助金 

 

補助事業者：一般社団法人バリュー・リノベーションズ・さの 

・講演会やリノベーション実践塾の開催（２回） 

  参加者：２８名 

・アップサイクルワークショップ（１回） 

  参加者：３５名 

・ウォールアートイベントの開催（１回） 

  参加者：７３名 

・週末マーケットの実施（つむぎやオープンマルシェ：４回） 

  来場者：３，６５５名 

事業費 １１，７１３，０００円 

基金から充当した額 １１，７１３，０００円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 
外国⼈労働者受⼊環境整備事業 

（外国就労者受入サポート事業・在留外国人地域交流支援事業） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

外国人材の受入れ等に関する一元的相談窓口を市内に設置し、在留資格等

の手続きや雇用・労務管理など市内企業の個別相談に応えるとともに、特定

技能をはじめとする各種制度や手続き等について周知を図ることで、市内

企業における外国人材の適正かつ円滑な受入れに向けた取り組みを支援し

ます。 

また、外国人材のコミュニティ形成を支援するとともに、地域住民と外国人

材の交流を促進することで、市内企業のニーズに応じた外国人材が、地域社

会の重要な構成員として、長期にわたり活躍でき、暮らせる地域社会をつく

っていくことを目的とします。 

 

（事業の内容） 

・外国就労者等相談窓口運営 

・外国人材受入企業のサポート業務 

・地域交流支援業務 

 

運用の成果 

◆ 外国就労者等相談者数    ：  ９２４名 

◆ 外国人材受入企業相談件数  ：  ７９社 

◆ 地域交流イベント参加者数  ：  １，３００名 

事業費 ２０，５１６，８２８円 

基金から充当した額 １６，１６６，８２８円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 労働対策事業（就労マッチングサイト事業） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

幅広い就業機会の創出のため、若年層や子育て世代等の多様な人材が、隙間時

間を活用して１日もしくは数時間単位の就業を可能とする環境整備を行うこと

で、誰もが柔軟に働ける地域社会の実現を図り、生産年齢人口を増やすととも

に、若年層の市外流出抑制や地域企業の人材不足の解消を目指します。 

具体的には、デジタル技術を活用した１日単位で就業可能な雇用マッチングア

プリを構築し、柔軟な働き方を求める求職者と、人材確保や業務効率化を求め

る市内企業を繋ぎ、企業の業務効率の改善、柔軟な働き方による自己実現、市

民所得の向上、関係人口及び定住人口の増加を目指します。 

 

（事業の内容） 

・自治体管理サイトの構築（データ分析） 

・求職者向け専用ＷＥＢ サイトの構築 

・市内企業向け専用ＷＥＢ サイトの構築 

・広告宣伝に係る業務 

運用の成果 

◆ 登録者数   ： ５，９５１名 

◆ 登録事業所数 ： １５９事業所 

◆ 応募件数   ： ９，４６４件 

◆ 採用件数   ： ３，９０２件 

 

 

事業費 １１，０００，０００円 

基金から充当した額 １１，０００，０００円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 新たな生活様式推進事業（泉佐野市ローカルインターン事業） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

首都圏域の大学生を主とする若者を呼び込み、本市での職業体験や地域体

験を実施する中で、地域や地域産業のさらなる魅力を発見してもらい、そ

の魅力を広く発信してもらうことで、交流・関係人口の拡大と、就業促進

や将来的な移住・定住促進を図ることを目的とします。 

 

（事業の内容） 

・学生等の募集や参加学生等の派遣。 

・ローカルインターン実施に係る企画提案。 

・首都圏における本市の特産品等を活用したワークショップの開催。 

運用の成果 

◆ 地域交流イベント 

参加者：２８名 

 

◆ ローカルインターン 

参加者：４０名 

 

◆ 活動報告会 

  参加者：３６名 

事業費 ２，４４１，７６２円 

基金から充当した額 ２，４４１，７６２円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 原油価格高騰対策事業者支援金事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

原油価格高騰の影響を受ける市内の事業者に対して、経営の再建及び事業

の継続に向けた取組みを支援するため、泉佐野市原油価格高騰対策事業者

支援金を給付することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

・案内、申請受理、審査業務 

・支援金給付業務 

・問合せ対応業務 

運用の成果 

◆ 令和６年度の支援金支給実績は以下のとおりです。 

 

・支給件数：２，０４０件 

・支給額 ：１９１，６８０，０００円 

・合計台数：８，９７１台（軽自動車３，３６５台、普通車３，２０９台、

中型車１，３００台、大型車１，０９７台） 

 

 

事業費 ２０１，１１６，０４８円 

基金から充当した額 ２０１，１１６，０４８円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 地域商業複合化推進事業（（仮称）いずみさの甘味処運営準備事業） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

日本の伝統ある和菓子文化を外国人目線で展開する「（仮称）いずみさの甘

味処」を設置し、インバウンド客をはじめとした人の流れをつくり、滞在

や周遊を促進し、近隣の商店街、飲食店をはじめ、本市での消費額を増加

させ、文化の発信、地域経済の発展、持続可能な観光の実現に繋げていく

ことを目的とします。 

 

（事業の内容） 

・施設の賃貸借及び改修業務 

・店舗コンセプト・体験コンテンツ準備業務 

運用の成果 

 

◆ つばさ通り商店街付近に施設を整備しました。 

 

 

事業費 １９，３２５，９００円 

基金から充当した額 １９，３２５，９００円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 市街地再開発事業（遊休不動産利活用支援事業） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

民間事業者から、泉佐野市（以下「市」という。）の中心市街地エリアにあ

る遊休不動産（空地）の利活用に係る事業により、効率的・効果的な民間活

力を導入した当該空地の整備を促し、地域にとって持続的な発展・まちの活

性化へとつなげることを目的とします。 

 

（事業の内容） 

・事業予定者選定支援業務 

・事業予定者との協議に係る補助業務 

・合意書締結支援業務 

・土地所有者との協定に係る支援業務 

・議事録等の作成業務 

運用の成果 

 

◆ 事業予定者の決定 

 

◆ 関係事業者との合意書・各種協定書の締結 

事業費 ６，７９４，６５０円 

基金から充当した額 ６，７９４，６５０円 

担当部課 都市整備部 都市計画課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 住宅総合助成事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市が一定の助成を行うことにより、定住の促進をはじめ本市への移住を促

進するほか、市場における中古住宅の流通を促進するとともに、泉佐野市地

域ポイント事業を通じて、本市の活力に満ちた持続的な発展、及び地域経済

の活性化に資することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

住宅総合助成事業 

個人が泉佐野市内で住宅を建て替える場合や、新築住宅を購入する場合、ま

た、「泉佐野市空き家バンク」に登録された中古住宅を購入または賃借する

場合に、泉佐野ポイントカード（さのぽ）に地域ポイントを付与します。 

運用の成果 

◆ 令和５年度住宅総合助成事業の実績結果は次のとおりです。 

 

  ・申請件数 ２４７件のうち基金充当件数は２４７件。 

   

◆ この結果、泉佐野市に定住移住が促進され、また地域ポイントの利用に

より地域経済の活性化に資することができました。 

 

◆ 引き続き、定住移住促進、本誌の活力に満ちた持続的な発展、及び地域

経済の活性化に資するよう定住移住促進事業を実施します。 

事業費 ７５，０００，０００円 

基金から充当した額 ６１，７５０，０００円 

担当部課 都市整備部 都市計画課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 観光振興事業（りんくうまち処運営） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

観光案内所を設置し、訪日外国人旅行者をはじめとする来訪者にホスピタ

リティを提供することにより、市への満足度向上を図るとともに、観光案

内所「まち処」を核としたインバウンド観光の拠点づくりを行うことで、

地域経済の活性化に資することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

観光案内所（りんくうまち処）の運営。 

 

運用の成果 

◆ 観光交流プラザ「りんくうまち処」 

・利用者数 ： １３０，０９０人 

（日本人３１，３７９人、外国人９８，７１１人） 

・特産品等売上金額 ： ２３，６２７，７６７円 

 

 

事業費 ２０，０７９，０２７円 

基金から充当した額   ２０，０７９，０２７円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 観光振興事業（キャラクター管理運営） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市公式キャラクター「イヌナキン」による市の認知度向上とイメージアッ

プを図り、地域の活性化と郷土愛の促進に寄与することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

市公式キャラクター「イヌナキン」の着ぐるみ維持管理、イベント等への

出演、公式グッズの製作・販売等。 

運用の成果 

◆ イベント出演 

（ご当地キャラ成田詣、世界キャラクターさみっとｉｎ羽生など） 

 

◆ 着ぐるみの管理 

（貸出、修繕など） 

 

◆ グッズ製作、販売 

（ミニぬいぐるみ、マグカップ、イヌナキンキーホルダー、Ｔシャツなど） 

 

事業費 ９，６３５，３３１円 

基金から充当した額   ６，３３５，３３１円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 観光振興事業（シェアサイクル利用促進事業） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

二次交通の拡充が課題である泉佐野市域に持続可能な社会づくりに寄与す

るシェアサイクルを導入することで、泉佐野市の魅力向上、ひいては地域

経済の活性化の促進に寄与することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

専用アプリに登録することで、専用駐輪ポート間で自由に乗り降りするこ

とができる次世代シェアサイクルサービスの導入。 

運用の成果 

◆ ポート設置場所：ＯＭＯ関西空港 ｂｙ 星野リゾート 

        変なホテル  

          関西エアポートワシントンホテル 

          りんくうプレミアム・アウトレット 

          泉佐野パレード（イル・サローネ泉佐野店） 

          日根野駅前ポート 

          吉見ノ里駅前広場ポート（田尻町） 

※令和６年９月 事業終了 

 

事業費 ７０４，３９６円 

基金から充当した額   ７０４，３９６円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 
フードツーリズム推進事業、多言語案内環境整備事業、 

泉佐野まち処運営事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

関空の対岸という地理的優位性と交通利便性の強みを活かしたエリアの魅力創出

による観光客の目的地化と周辺地域への出発地、あるいは中継地としての機能強

化を図り、観光ハブ都市の形成を目指します。 

 

（事業の内容） 

・フードツーリズム推進事業 

 〔主な業務〕大阪湾で水揚げされる魚介を使った「ちぬうみ丼」スタンプラリー 

・多言語案内環境整備事業 

〔主な業務〕観光スポットに多言語対応した観光案内ＱＲコードの設置 

・観光案内所（泉佐野まち処）の運営事業 

運用の成果 

◆ 多言語案内環境整備業務 

ＱＲトランスレーター（ＱＲコードによる多言語表示サービス）の整備 

 

◆ フードツーリズム推進業務 

地元食材をＰＲしたイベント等の開催 

実施期間：令和６年７月１６日～１０月３１日まで 

参加店舗：２２店舗 

 

◆ 観光案内所（泉佐野まち処）運営業務 

観光おもてなしプラザ「泉佐野まち処」 

  利用者数：２１，９０１人 

（日本人２１，０１５人、外国人８８６人） 

特産品等売上金額：３，２４９，９４２円 

 

事業費 ２０，９４８，９９８円 

基金から充当した額   ２０，９４８，９９８円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 恋人の聖地観光交流促進強化連携事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

訪日外国人旅行者をはじめ、休日には多くの来訪者が行き交い、恋人の聖

地に認定されている「ＬＯＶＥ ＲＩＮＫｕ／関空・大阪湾を望むりんく

う公園」等があるりんくうタウンエリアにおいて、市内事業者もしくは泉

佐野市が特産品相互取扱協定を締結している自治体等を出展対象とし、各

地域の特産品等の魅力を発信するイベントである「全国物産フェア」を実

施することで、市内の交流人口の拡大を図り、地域経済が活性化を図るこ

とを目的とします。 

また、国内外観光客の短時間滞在という当市の観光課題の解決を目指し、

観光周遊促進に伴う滞在時間の長期化を図ることができる着地型観光の定

着のため、民間企業等の専門的知識やデジタル技術等を活用し、官民連携

協働による新たな滞在コンテンツを創出し、継続的な誘客を図ることを目

的とします。 

 

（事業の内容） 

・全国物産フェアの開催 

・泉佐野フィルムフェスの開催 



96 

 

運用の成果 

◆ 全国物産フェア運営業務 

  実施日：令和６年９月７日（土）  

場所：あさひ賃貸りんくうステージ及びりんくうアイスパーク 

来場者数：約４，０００人（※泉佐野郷土芸能の集いと同時開催） 

 

 
 

◆ 滞在コンテンツ造成実証事業企画運営等業務 

  観光客の増加及び市内での長期化を目指し、 

「泉佐野フィルムフェス」を実施 

実施日：令和７年３月２１日（金）～３月２３日（日）  

場所：エブノ泉の森ホール大ホールおよびマルチスペース 

参加人数：１，３９６名 

 

 
 

事業費 ５１，８７９，０１４円 

基金から充当した額   ２５，９３９，５０７円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 観光振興事業（ニューツーリズム創出・流通促進業務） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

泉佐野市は関西国際空港の対岸に位置するものの、国内外観光客の短時間

滞在若しくは通過されることが課題となっています。そこで、本市が空港

の対岸に位置することから旅行者がフライトまでの時間を調整するための

「隙間時間」を活用する等、本市特有の「地の利」を活かした着地型観光

商品を販売することで、市内周遊への誘客を促進し、滞在時間の増加につ

なげることを目的とします。 

 

（事業の内容） 

・ニューツーリズム創出・流通促進となる旅行商品策定に係る調査業務 

・ニューツーリズム創出・流通促進の企画立案 

・実証実験ツアーの実施業務 

運用の成果 

◆ 泉佐野インバウンドアンケート調査 

・調査期間 ：令和６年１０月１８日（金）～１２月１５日（日） 

有効回答数：４２８人 

・調査期間 ：令和６年１２月３日（火）～令和７年２月６日（木） 

   有効回答数：６０４人 

◆ 実証実験ツアーの実施 

・実施期間  ：令和７年１月２６日（水）～２月１日（土） 

・応募者   ：１８０名 

 

事業費 ８，０００，０００円 

基金から充当した額 ３，９９０，０００円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（観光振興） 

運用事業の名称 
まちづくり推進事業内 

移住支援金 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

泉佐野市内への移住・定住の促進及び本市内企業等における高度人材をは

じめとする人手不足の解消することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

近畿２府４県以外から泉佐野市に移住し、かつ泉佐野市内で就業又は起業

等した者に対して支援します。 

運用の成果 

◆ 申請のあった１４件について移住支援金を交付したことで、 

地域経済の活性化につながりました。 

事業費 １０，０００，０００円 

基金から充当した額 ３，４００，０００円 

担当部課 市長公室 政策推進課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（観光振興） 

運用事業の名称 
まちづくり推進事業内 

講演会開催業務委託 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

（１）市民講演会 

今後の「まちづくり」を担う子育て世代や、その上の世代をメインターゲット

とし、著名人を講師とした講演会をエブノ泉の森小ホールにて開催し、その運

営業務を委託します。 

アフターコロナによる社会変容や生活様式の変化が生じる中、「生きる力への

増進」や「シビックプライドの醸成」「地方創生」等に繋がる講演会を行うこと

で、ポストコロナを見据え、市民と行政が一体となった持続可能なまちづくり

の推進を図ることを目的とします。 

（２）空港のある地域２０２４関西・泉佐野会議 

全国空港のある地域関西・泉佐野会議は、広域圏の観光情報の拡散と全国空港

のある地域（空港を活用している）の自治体・人々のつながりを深め、協働・

連携による関係交流人口の拡大を推進し、地域活性化につなげることを目的と

します。 

 

（事業の内容） 

（１）市民講演会 

・出演：藤本博史 氏 

（福岡ソフトバンクホークス前監督・現特別アドバイザー） 

（２）空港のある地域２０２４関西・泉佐野会議 

・出演：勝俣州和 氏 

運用の成果 

◆ 市民講演会及び空港のある地域２０２４関西・泉佐野会議を開催したこと

で、市民と行政が一体となった持続可能なまちづくりの推進、地域活性化

につなげることができました。 

事業費 １，３００，０００円 

基金から充当した額 １，９００，０００円 

担当部課 市長公室 政策推進課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 農業振興補助事業（農業祭補助金） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

泉佐野産農作物のＰＲと地域に根付いた「食育」を推進するための情報発

信を行い、生産者と消費者の交流を促進することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

農業祭（令和６年１２月７日）の開催 

主催 泉佐野農協祭企画運営委員会（事務局：農林水産課・大阪泉州農業

協同組合） 

運用の成果 

◆農業祭に多くの市民が来場し、生産者と消費者の交流を通じて、安心・

安全な泉佐野産農産物をＰＲし、農業の振興を図りました。 

 

・泉佐野産農産物品評会（１２月６日） 

・農産物品評会・生活工夫展の展示、野菜の即売会 

・エコ農産物のＰＲ・タオルの販売・農業機械等の展示販売 

・ひねのこども園による合奏、よさこい等イベント 

・特産品相互取扱協定市による特産品ＰＲ・販売（１２市） 

 

  

事業費 １，０００，０００円 

基金から充当した額 １，０００，０００円 

担当部課 生活産業部 農林水産課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 農業振興補助事業（果樹経営支援対策事業） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

新たに果樹経営に取り組む農業者を支援し、泉佐野市における果樹経営

の規模を拡大することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

果樹経営に関して必要な初期投資費用のうち、苗木購入費等の施設整備

費用についての補助を行います。 

運用の成果 

◆ 新たに果樹経営に取り組む農業者に対し、不安定な経営初期の農業

者の経営安定を図るために果樹経営に関して必要な苗木の購入、設

備新設費用等の支援を行いました（２件） 

 

 

 

事業費 １，５３５，８００円 

基金から充当した額 １，５３５，８００円 

担当部課 生活産業部 農林水産課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 農業振興補助事業（原油価格高騰対策事業者支援金） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

原油価格の高騰の影響を受ける市内の農業者、漁業者に対して、事業の継

続に向けた支援のため、農機具又は漁船等に係る燃料代の補助を行いま

す。 

 

（事業の内容） 

【農業者向け】 

・田植え機（乗車式に限る）  

・トラクター（乗車式に限る）  

・コンバイン（乗車式に限る）  

・穀物乾燥機  

・園芸施設用加温機 

保有台数１台につき、１０，０００円の補助。 

【漁業者向け】 

給付対象船舶１隻につき５０，０００円の補助。 

運用の成果 

◆ 農業者については２１１人、合計９２０台の申請があり、漁業者につ

いては８０人、合計１１２隻の申請。 

 

◆ 燃料代の補助を行うことにより、事業継続の支援ができました。 

 

事業費 １７，０４３，９５２円 

基金から充当した額 １７，０４３，９５２円 

担当部課 生活産業部 農林水産課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 漁業振興事業（漁業振興対策事業補助金） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

佐野漁港（泉佐野・北中）及び青空市場を中核とするフィッシャーマンズ・

ワーフの活性化と周辺地域経済の振興を図ることを目的とします。 

 

（事業の内容） 

・フィッシャーマンズ・ワーフ及び周辺の防犯と交通安全対策 

・青空市場前の駐車場の設備管理 

・集客イベント（青空市場鮮魚特別販売） 

事業主体 ミニーボートピアりんくう周辺対策協議会 

運用の成果 

◆ 防犯・交通安全対策をすることにより、フィッシャーマンズ・ワーフ

の健全で安全な周辺環境の維持を図り、その活性化と周辺地域経済の

振興に寄与することができました。 

 

事業費 ３，０００，０００円 

基金から充当した額 ３，０００，０００円 

担当部課 生活産業部 農林水産課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 漁業振興事業（漁業振興対策事業補助金） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

高値で取引されているアカガイ、ウマズラハギを放流し大阪湾での増

殖、維持を図ることにより漁業経営の安定を確保します。 

 

（事業の内容） 

・赤貝の放流  ２，１６７．４ｋｇ  

・ウマズラハギの放流 １４，０００尾 

運用の成果 

◆ 赤貝、ウマズラハギの放流事業はＲ５年度から実施したもので、

未だ直接的な成果は上がっていないが、ウマズラハギは回遊範囲

が狭く、赤貝についても成長が見込めます。 

 

◆ また、赤貝については泉佐野漁業協同組合が、一定以上のサイズ

の赤貝を「げんこつ赤貝」として商標登録し、ブランド化していま

す。 

事業費 ２，０００，０００円 

基金から充当した額 １，９００，０００円 

担当部課 生活産業部 農林水産課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 漁業振興事業（漁業振興対策事業補助金） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

気候変動等により、大阪湾でプランクトンが豊富に発生している現状

を受け、漁業協同組合が行う牡蠣の養殖実験に係る設備費等を補助す

ることにより、新たな水産資源を開発し、漁業経営の安定を図ります。 

 

（事業の内容） 

・海上養殖設備費（カゴ・ロープ他） 

・陸上設備費（紫外線殺菌装置） 

・牡蠣麻痺性貝毒調査 

運用の成果 

◆ 令和６年度に牡蠣養殖に係る設備投資の補助を行ったものであ

り、販売にまではまだ至っていないが、牡蠣は人気のあるコンテ

ンツであり、近隣各市の漁協でも既に取り組まれており、今後、泉

佐野産の牡蠣として、新たな食のコンテンツとして期待出来ます。 

事業費 ９６４，２２５円 

基金から充当した額 ９６４，２２５円 

担当部課 生活産業部 農林水産課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 農業用施設維持管理事業（きらめく水と緑のふれあい環境基金分） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

農業用施設の適正な維持管理を促し農業生産の安定化を図るとともに、た

め池を農業用施設として活かしつつ、ゆとりの空間として地域社会にも貴

重な環境資源として市民にも提供し、コミュニティの活性化を図ります。 

 

（事業の内容） 

貝の池、新滝の池、大細利池をため池オアシスとして、草刈り、ゴミ収集、

トイレ清掃、修繕等の日常管理を行います。 

 

※平成２９年３月３１日付で「泉佐野市きらめく水と緑のふれあい環境基

金」を廃止し、地域経済振興基金に統合したものです。 

運用の成果 

◆ 貝の池、新滝の池、大細利池をため池オアシスとして、草刈り、ゴミ

収集、トイレ清掃、修繕等の日常管理を行うことにより、多くの市民

に利用してもらい、コミュニティの活性化を図りました。 

 

 

事業費 ４，７７８，８３２円 

基金から充当した額 ４，７７８，８３２円 

担当部課 生活産業部 農林水産課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑤にぎわいづくりプロジェクト（地域経済振興基金） 

運用事業の名称 泉佐野産普及促進事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

・「特産品相互取扱協定」を締結し、自治体間で相互に特産品を情報発信し、

ＰＲ活動や販路拡大に努めます。 

・泉佐野で収穫された地場野菜や魚介類の食材を活用し、泉佐野産のブラン

ド化と６次産業化の促進を図り、特産品の普及促進を行います。 

・全国のこども食堂支援の為、泉佐野産の野菜やお米を配布します。 

 

（事業の内容） 

「特産品相互取扱協定市へのイベントにかかる費用（旅費、特産品等）・地場

産食材普及促進業務」  

運用の成果 

◆ 特産品相互取扱協定締結自治体（令和６年度末）  ５３市 

◆ イベント（令和６年度） ３６市   

 

◆ 地場産食材普及促進業務 

・「ホテル日航関西空港」他５店の有名シェフ６人が泉佐野産（もん）の泉州

水なす、松波キャベツを食材にした料理レシピを作成。また、「ホテル日航

関西空港」では、ホテル内のレストラン『ザ・ブラッスリー』でレシピ料

理を提供しました。 

・ラジオ放送で２人のシェフが出演し、泉佐野産食材の良さを熱く語りＰＲ

しました。 

・外食産業雑誌で松波キャベツをＰＲ。 

・泉佐野市のＨＰで新作料理レシピ掲載し、泉佐野産（もん）を広くＰＲ。 

 

◆ 泉佐野産（もん）等の普及を通じた子どもの未来応援プロジェクト推進

業務 

・こども食堂の支援 野菜：１２．３６ｔ お米：「子どもの貧困」という社

会課題の解決をめざすものです。泉佐野市内産の食材（米や野菜）を全国

のこども食堂に提供します。これにより、こども食堂の支援はもちろんの

こと、本市の農業振興にも寄与します。 

 

◆ 泉佐野産の食材を多方面でＰＲし、生産者の生産意欲の向上と経営安定

化、泉佐野産の普及促進に努めました。 

事業費 １２，２３１，６３７円 

基金から充当した額 １２，２３１，６３７円 

担当部課 生活産業部 農林水産課 

基金所管部課 生活産業部 まちの活性課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑦地域のアートプロジェクト（芸術文化振興基金） 

運用事業の名称 絵てがみコンクール全国大会 作品展運営等業務委託事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

泉佐野市の特産品であるタオルを使った筆で描いた絵てがみコンクールを

開催し、作品募集・審査から表彰・作品展示を行いました。 

 

（事業の内容） 

全国タオル筆で描く絵てがみコンクール運営業務の委託。 

運用の成果 

◆ 生涯学習センター運営事業  

・絵てがみコンクール全国大会・作品展運営等業務委託料 

  ３，１８７，０００円 

・２０２４年１０月１日～１１月３０日 絵てがみ作品を募集受付。 

・応募総数 総数 １，５５８点  

・２０２４年１２月に審査を行い、入賞作品を選出。 

・２０２５年３月１９日～２３日 エブノ泉の森ホールギャラリーにて 

作品展を開催。 

 ・２０２５年３月２２日 入賞者の表彰式、交流会を開催。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 ３，１８７，０００円 

運用した寄附金額 ３，１８７，０００円 

担当部課 教育部 生涯学習課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

<審査の様子> <表彰式> 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑦地域のアートプロジェクト（芸術文化振興基金） 

運用事業の名称 伝統文化継承事業（泉佐野将棋大会運営事業） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

古くから日本の伝統文化として親しまれてきた将棋は、子供から高齢者まで

多くの愛好家がいます。泉佐野市では、全国のアマチュア棋士が参加する大

会を実施し、対局を通した交流をはかることで将棋文化の向上・発展に寄与

することを目的に平成２８年から開催しています。 

 

（事業の内容） 

令和７年２月２日（日）開催の「全日本アマチュア将棋最強戦ＩＮ泉佐野」の

運営を委託。 

運用の成果 

◆ 生涯学習センター運営事業  

・泉佐野将棋大会運営委託料  １，９７５，０００円 

・会 場 エブノ泉の森ホール 

・参加者 ２７４名（一般の部１９５名 小中学生の部７９名） 

・一般の部は、階級に合わせた４つのグループに分かれて対局し、 

優勝・準優勝・３位（２名）を決定 

・小中学生の部は、２階級に分かれて優勝・準優勝・３位（２名）を決定 

その他、プロ棋士による指導対局を実施 

          

 

 

 

 

 

事業費 １，９７５，０００円 

運用した寄附金額 １，９７５，０００円 

担当部課 教育部 生涯学習課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

<審査の様子> <表彰式> 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑦地域のアートプロジェクト（芸術文化振興基金） 

運用事業の名称 関西フィルハーモニー泉佐野公演委託事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

泉佐野市民に良質の音楽を鑑賞いただくことを目的に開催。 

特に小学生・中学生・高校生が、身近なところでクラッシック音楽に触れるこ

とができるよう、保護者と二人一組で２５０組４９９名（高校生は一人で申

込み可能）を招待します。 

 

（事業の内容） 

関西フィルハーモニー管弦楽団泉佐野公演業務の委託。 

運用の成果 

◆ 生涯学習センター運営事業  

 ・関西フィルハーモニー管弦楽団泉佐野公演委託料 ５，３００，０００円 

  ※チケット販売収入（１，８７７，０００円）あり 

 ・令和６年６月２３日（日） １４：３０開演 

 ・会場 エブノ泉の森ホール 大ホール 

 ・入場者 １，０９２名（招待者含む） 

事業費 ５，３００，０００円 

運用した寄附金額 ３，４２３，０００円 

担当部課 教育部 生涯学習課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑦地域のアートプロジェクト（芸術文化振興基金） 

運用事業の名称 泉佐野フォトコンテスト 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

風景・名所・郷土料理・行事など泉佐野市の魅力を伝えるフォトコンテストを

開催。今年はフォト部門にインスタ部門を追加。 

作品募集・審査から表彰・作品展示を行います。 

 

（事業の内容） 

泉佐野フォトコンテスト運営業務の委託等。 

運用の成果 

◆ 生涯学習センター運営事業  

 ・泉佐野フォトコンテスト          ７８３，９４５円 

・内訳 報償費（審査員謝金）        １５，０００円 

需用費消耗品費（トロフィー・盾）  ６８，９４９円 

フォトコンテスト運営業務委託料  ７００，０００円 

 

 ・応募作品 フォト部門８１点 インスタ部門４２点 

 ・展示期間 令和７年２月２８日～３月２日 

 ・表彰式  令和７年３月１６日              

事業費 ７８３，９４５円 

運用した寄附金額 ７８３，９４５円 

担当部課 教育部 生涯学習課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

<表彰式> <審査会> 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑦地域のアートプロジェクト（芸術文化振興基金） 

運用事業の名称 合唱団・オケ楽器購入 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

泉佐野市の音楽文化の向上・発展やこどもの健全育成に寄与することを目

的に創設された泉佐野市民オーケストラと泉佐野市少年少女合唱団の活動

の支援を行います。 

両団体とも、毎週練習を行う他、年１回の演奏会、市内外のイベントに参加

し、団員同士の親睦や他団体との交流をはかっています。 

 

（事業の内容） 

演奏会や練習等で使用する楽器が、消耗及び経年劣化により使用困難にな

り、いずれも修繕不能のため、買い替え購入します。 

運用の成果 

◆ 社会教育団体支援事業  

 ・備品購入費            ９６，３５５円 

 ・内訳 ヴァイオリン弓       ３６，４０５円   

     電子ピアノ（付属品含む）  ５９，９５０円 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 ９６，３５５円 

運用した寄附金額 ９６，３５５円 

担当部課 教育部 生涯学習課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

<ヴァイオリン弓> <電子ピアノ> 



113 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑦地域のアートプロジェクト（芸術文化振興基金） 

運用事業の名称 自動火災報知機受信器修繕 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

長南公民館の自動火災報知機受信機が故障し、火災発生時の被害拡大を防

ぐため、緊急に修繕の必要があったためです。 

 

（事業の内容） 

長南公民館１階事務所内設置の自動火災報知機の既設の火報受信機を撤去

し、後継機種である自動火災報知機の受信機を設置更新しました。 

運用の成果 

◆ 生涯学習センター運営事業  

長南公民館自動火災報知機受信機交換修繕 ３，２３７，３００円 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業費 ３，２３７，３００円 

運用した寄附金額 ３，２３７，３００円 

担当部課 教育部 生涯学習課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 

<修繕前> <修繕作業中> 

<修繕後> 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑦本の泉プロジェクト（芸術文化振興基金） 

運用事業の名称 佐野まちライブラリー運営事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市立図書館の出張所として開設。「人とひとが集い、本を通じて利用者の心と知識

が豊かに育まれること」を目的にゆったりとした時間を過ごせる読書空間として、

また、「まちづくり」「起業」等に関する資料を揃え、市のビジネスの情報発信拠点

としての機能を担います。 

 

（事業の内容） 

佐野まちライブラリーを運営するための業務委託料、光熱水費、建物の賃借料、及

び、佐野まちライブラリー運営図書館施設の一拠点としての電算システムのネット

ワーク回線の使用料など。 

運用の成果 

◆ 図書館管理運営事業  

 需用費 光熱水費     １４５，８１５円 

 委託料        ６，７３２，０００円 

 使用料 建物賃借料  １，２００，０００円 

     回線使用料     ６９，０１７円 

 

令和４年４月 泉佐野市元町の元衣料店を改装して開設。 

中央図書館と同じ日の９：３０～１７：００を開館時間とし、およそ２，０００冊

の一般書、児童書を配架。図書館の出張所として、借りた図書は市内の他の施設で

返却が可能、逆に他の施設で借りた図書の返却を受け付けています。毎月、配架図

書の一部を入れ替え、書架に目新しい図書があ

るように保っています。佐野まちライブラリー

の運営業務は、バリューリノベーションさの

に、中央図書館との連絡車の配送や書架の入れ

替え等図書整理業務は、株式会社図書館流通セ

ンターに委託しています。 

事業費 ８，１４６，８３２円 

運用した寄附金額 ８，１４６，８３２円 

担当部課 教育部 生涯学習課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑦本の泉プロジェクト（芸術文化振興基金） 

運用事業の名称 予約資料受け取りロッカーと返却ポストの設置 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

駅やショッピングセンターなど人の往来が多い場所で、図書館利用者が予約した資

料を受け取れるロッカーと貸出資料を返却できるポストを令和２年１２月に南海

電気鉄道「泉佐野駅」において開始。市民の反応は好評で利用が多いこともあり、

令和５年１０月には、「泉佐野駅」のロッカーを増設し、ショッピングセンターの

「イオンモール日根野」と「いこらも～る泉佐野」にロッカーと返却ポストを新設。

令和６年１０月には、ＪＲ日根野駅構内にロッカーと返却ポストを新設。これによ

り、利用者は買い物や駅を利用する際に図書館を利用することが可能となりまし

た。 

 

（事業の内容） 

ＪＲ西日本「日根野駅」 予約受取ロッカーと返却ポストの新設 

中央図書館の開館日におこなう予約資料のロッカーへの配送と返却ポストの回収

業務の委託 

運用の成果 

◆ 図書館管理運営事業  

 ・委託料        ２，６３３，４００円 

 ・備品購入費        ３８６，３２０円 

 

令和６年９月  ＪＲ西日本「日根野駅」に予約受取ロッカーと返却ポストの新設 

令和６年１０月 株式会社図書館流通センターに委託している予約資料のロッカ

ーへの配送と返却ポストの回収業務に、ＪＲ日根野駅を追加。 

 

 ＪＲ日根野駅に設置の  

 ロッカーと返却ポスト 

事業費 ３，０１９，７２０円 

運用した寄附金額 ３，０１９，７２０円 

担当部課 教育部 生涯学習課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑧クリーンプロジェクト（環境衛生事業基金） 

運用事業の名称 フードバンク活動推進事業（一般事務事業（環境衛生課） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

社会的、経済的に困難を抱える生活困窮者や子育て世帯等へ今後も継続的、

安定的な支援を行うことと、国連で採択された持続可能な開発目標、いわ

ゆるＳＤＧｓを推進するうえで、日々のロスによるごみ排出量を削減する

ため、食材の需給コーディネートを実施するフードバンクを設置・運営す

ることを目的とします。 

 

（事業の内容） 

主に市内のスーパー、農業関係者、食品メーカー等の食品提供企業等より

食品等の提供を受け、適切に保管するとともに、市内の食支援を行う非営

利団体へ食品等を提供します。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の活動実績 

 

・食品入荷数量 ：    ４０５０７．０９ｋｇ 

・食品提供数量 ：    ４０９８０．７３ｋｇ 

・新規食品提供企業等 ：        ３８件 

・新規食支援団体（食品提供先） ：   １３件 

 

事業費 １０，１８７，６００円 

基金から充当した額 １０，０８７，６００円 

担当部課 生活産業部 環境衛生課、成長戦略室 おもてなし課 

基金所管部課 生活産業部 環境衛生課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑧クリーンプロジェクト（環境衛生事業基金） 

運用事業の名称 家庭用燃料電池コージェネレーションシステム設置補助事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

温室効果ガスの排出を抑制し、地球温暖化防止に寄与することを目的とし

ています。市内一般家庭で、家庭用燃料電池コージェネレーションシステム

（エネファーム）導入を支援することにより、環境にやさしい社会を目指し

ます。また、同時に定住促進を促します。 

 

（事業の内容） 

所定の要件の下、住宅に燃料電池コージェネレーションシステムを設置す

る、または設置された住宅を購入する個人に対して、設置費の一部を補助す

ることにより、温室効果ガスの排出を抑制し、地球温暖化防止に寄与しま

す。 

・補助金額   定額５万円  

・補助予定件数  １００件 

運用の成果 

◆ 令和６年度家庭用燃料電池コージェネレーションシステム設置補助金

の交付件数、交付金額は次の通りです。 

 

 ・設置補助金交付件数 ：    ８１件 

・交付総額  ： ４，０５０，０００円 

 

事業費 ４，０５０，０００円 

基金から充当した額 ４，０５０，０００円 

担当部課 生活産業部 環境衛生課 

基金所管部課 生活産業部 環境衛生課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑧クリーンプロジェクト（環境衛生事業基金） 

運用事業の名称 花とみどりのボランティア事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市域の快適な生活環境を保全するとともに、緑化意識の高揚と地域の活性化を

図ることを目的とします。 

 

（事業の内容） 

市内の道路植栽帯や公園等における花壇整備・清掃活動を実施していただく団

体を募集し、市の支援としてボランティア活動保険加入手続の代行、及び加入

保険料の負担、ボランティア袋の支給及び活動表示板の貸与を行うとともに、

花壇等での花木の植え付け管理をしていただける団体に対して、必要最小限の

園芸用具と花木の種苗等の購入費として花壇等１平方メートル当たり１万円、

ただし１団体当たり５万円を限度とする活動推進補助金を支給します。 

運用の成果 

◆ 令和６年度活動実施結果は次の通りです。 

 

・実施団体数        ：     ２４団体 

・活動推進補助金交付団体数 ：     １９団体 

・活動推進補助金交付額   ： ７３３，８４５円 

・消耗品費等決算額  

（ボランティア袋）     ：  １６，７２０円 

（郵便料）         ：   ３，２２０円 

（保険料）         ：  ２９，７００円 

 

◆ この結果、市域の生活環境保全の向上、緑化意識の高揚、地域の活性化が

図られました。 

 

◆ 引き続き事業を継続することにより、上記結果の充実を行います。 

事業費 ７８３，４８５円 

基金から充当した額 ７８３，４８５円 

担当部課 生活産業部 環境衛生課 

基金所管部課 生活産業部 環境衛生課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑧クリーンプロジェクト（環境衛生事業基金） 

運用事業の名称 まち美化清掃事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

高齢者が生き生きと働ける場を確保するとともに、ポイ捨てのない美しい

まちづくりを推進することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

南海泉佐野駅、ＪＲ日根野駅等の市内各駅周辺をはじめ、市等が管理する道

路及び公園等のうちから、５つの中学校区別に清掃区域を設定し、当該区域

内のポイ捨てごみ等の収拾運搬を公益社団法人泉佐野市シルバー人材セン

ターに委託するものです。 

 

運用の成果 

◆ 令和６年度活動実施結果は次の通りです。 

 

・従事延人数  ：     ２，７１８人 

・従事延時間数 ：    ５，９１０時間 

・委託料決算額 ： ７，９６６，３４３円 

 

◆ この結果、高齢者雇用創出の向上、地域の美化推進が図られました。 

 

◆ 引き続き事業を継続することにより、上記結果の充実を行います。 

 

事業費 ７，９６６，３４３円 

基金から充当した額 ７，９６６，３４３円 

担当部課 生活産業部 環境衛生課 

基金所管部課 生活産業部 環境衛生課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑧クリーンプロジェクト（環境衛生事業基金） 

運用事業の名称 合併処理浄化槽設置費補助事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

生活雑排水は環境に与える負荷が高く、そのまま放流すると悪臭や河川等

の汚れの原因になります。河川等水環境の保全を図るため、生活雑排水を処

理せずに放流することとなる単独浄化槽及び汲み取り便槽を撤去し、合併

処理浄化槽の設置を推進します。 

 

（事業の内容） 

所定の要件の下、合併処理浄化槽を設置する個人に対して、設置費用の一部

を補助する事により、河川等水環境の保全に努めます。 

・補助金額 工事費の４０％  

 限度額   ５人槽       ３３２，０００円 

６～７人槽     ４１４，０００円 

       ８～１０人槽    ５４８，０００円 

 

運用の成果 

◆ 令和６年度合併処理浄化槽設置費補助金の交付件数、交付金額は次の

通りです。 

 

・設置補助金交付件数    ：   ２件 

・交付総額   ：   ８２８，０００円 

・国庫支出金  ：  ▲１３８，０００円 

・市負担額   ：   ６９０，０００円 

事業費 ８２８，０００円 

基金から充当した額 ６９０，０００円 

担当部課 生活産業部 環境衛生課 

基金所管部課 生活産業部 環境衛生課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑧クリーンプロジェクト（環境衛生事業基金） 

運用事業の名称 サーキュラーエコノミー推進事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

廃棄物の発生抑制と資源投入の最小化を目的とし、持続可能な形で環境及

び経済を循環させていく「循環型経済」（＝サーキュラーエコノミー）への

移行が潮流となっている中、本市においてもごみの減量化、並びに再資源化

を達成したうえで、サーキュラーエコノミーへの移行を推進することを目

的としています。 

 

（事業の内容） 

環境衛生課窓口、並びに市内各小学校においてペットボトルキャップ（以

下、キャップ）を回収しながら、キャップ由来のリサイクル製品であるテー

ブルホウキや、発泡スチロールから作られた再生樹脂鉛筆を各小学校等へ

配布。リサイクルに協力しつつリサイクル製品を利用することによる「リサ

イクル体験」を通じて、廃棄物に対する意識変容（分別意識の向上や活用可

能性）を促します。 

運用の成果 

◆ 令和６年度事業実績は次のとおりです。 

 

・回収量 

  環境衛生課窓口 約２０㎏ 

市立小学校   約９０㎏ 

 

・作成したリサイクル製品 

  再生樹脂鉛筆１２，０００ダース 

テーブルホウキ１．０００個 

 

事業費 ４，９５０，０００円 

基金から充当した額 ４，９５０，０００円 

担当部課 生活産業部 環境衛生課 

基金所管部課 生活産業部 環境衛生課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑧クリーンプロジェクト（環境衛生事業基金） 

運用事業の名称 
自家消費向け家庭用・事業所用太陽光発電設備及び 

蓄電池設置補助事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

温室効果ガスの排出量削減のため、再生可能エネルギーによる発電設備の

普及とその発電設備により発電した電気を自家消費することを目的としま

す。 

 

（事業の内容） 

所定の要件の下、住宅または事業所に太陽光パネル又は蓄電池を設置する

者に対し、設置費の一部を補助することにより、温室効果ガスの排出を抑

制し、地球温暖化防止に寄与します。 

・家庭用 

太陽光発電設備 パネル出力１ｋｗにつき２万円（上限１０万円） 

定置型蓄電池  蓄電池容量１ｋｗｈにつき１万円（上限７万円） 

・事業所用 

太陽光発電設備 パネル出力１ｋｗにつき１万円（上限３０万円） 

定置型蓄電池  蓄電池容量１ｋｗｈにつき５千円（上限１５万円 

補助件数 家庭用   ２５件 

     事業所用    １件  

運用の成果 

◆ 令和６年度自家消費向け家庭用・事業所用太陽光発電設備及び蓄電池

設置補助金の交付件数、交付金額は次の通りです。 

 

・家庭用   太陽光発電設備 ６件、蓄電池 ５件 

  事業所用  太陽光発電設備及び蓄電池   ０件 

・交付金額  ８６０，０００円 

 

事業費 ８６０，０００円 

基金から充当した額 ８６０，０００円 

担当部課 生活産業部 環境衛生課 

基金所管部課 生活産業部 環境衛生課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑧クリーンプロジェクト（環境衛生事業基金） 

運用事業の名称 
給食事業 

中学校給食事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市立小・中学校の学校給食として出され、飲み終えた牛乳パックを回収し古

紙原料として加工することで資源リサイクルに寄与することを目的としま

す。 

 

（事業の内容） 

各校から出される牛乳パックを回収し、洗浄破砕乾燥機により古紙原料とし

て加工し、資源リサイクル許可業者に搬入します。 

運用の成果 

◆ 市立小・中学校から出される牛乳パックを回収し古紙原料として再利用

することで資源リサイクルに寄与することが出来ました。 

 

事業費 ５，０４８，５３２円 

基金から充当した額 ５，０４８，５３２円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 生活産業部 環境衛生課 
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令和６年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑧クリーンプロジェクト（環境衛生事業基金） 

運用事業の名称 車両管理事業（総務課） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

総務課所管の共用一般公用車にＧＰＳ付車載器を搭載し稼働状況を把握し

そのデータ分析を行い、公用車適正使用を管理するためです。 

 

（事業の内容） 

ＧＰＳ付車載器を搭載した総務課所管の共用一般公用車の稼働状況分析を

行い、コスト最適化分析を行いました。 

運用の成果 

◆ ＧＰＳ車載器を搭載することにより、走行ルートの最適化を行いガソ

リンなどのコスト削減を図ることで環境の配慮に努めました。 

 

事業費 ２，４９４，８００円 

基金から充当した額 ２，４９４，８００円 

担当部課 総務部 総務課 

基金所管部課 生活産業部 環境衛生課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑧クリーンプロジェクト（環境衛生事業基金） 

運用事業の名称 
泉佐野市飼い犬・飼い猫不妊去勢手術費用助成金交付事業 

泉佐野市地域猫不妊去勢手術費用助成金交付事業 

運用事業の概要 

◆ 泉佐野市飼い犬・飼い猫不妊去勢手術費用助成金交付事業 

（事業の目的） 

狂犬病予防法（昭和２５年法律第２４７号）に規定する飼い犬の登録の促

進及び狂犬病予防注射実施率の向上、また、動物の愛護及び管理に関する

法律（昭和４８年法律第１０５号）の趣旨に基づき、犬及び猫のみだりな

繁殖を抑制することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

不妊去勢手術を行なった犬・猫の飼い主に対してその費用を助成します。 

 

 

◆ 泉佐野市地域猫不妊去勢手術費用助成金交付事業 

（事業の目的） 

動物の愛護及び管理に関する法律（昭和４８年法律第１０５号）の趣旨に

基づき、地域猫の過剰な繁殖を抑制することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

不妊去勢手術を行った者に対してその費用を助成します。 
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運用の成果 

◆ 令和６年度の実績は次のとおりです。 

 

種別 
申請数 オス メス 

助成額（円） 
助成数 オス メス 

飼い犬 
９０ ５２ ３８  

７７ ４７ ３０ ３８５，０００ 

飼い猫 
６０ ２６ ３４  

４９ ２４ ２５ ２４５，０００ 

地域猫 
１２０    

７６ ４０ ３６ ６１７，７００ 

合 計 
２７０       

２０２ １１１ ９１ １，２４７，７００ 

 

 

◆ 飼い犬登録頭数・狂犬病予防注射済票交付件数は次のとおりです。 

 

年度 
飼い犬 

登録頭数 

狂犬病予防注射済票 

交付件数 

令和２年度 ４，６１８ ３，１４６ 

令和３年度 ４，５７８ ３，３４８ 

令和４年度 ４，７２８ ３，５４９ 

令和５年度 ５，２７３ ３，６６５ 

令和６年度   ５，４１７ ３，６１０ 
 

事業費 １，２４７，７００円 

基金から充当した額 １，２４７，７００円 

担当部課 健康福祉部 健康推進課・生活産業部 環境衛生課 

基金所管部課 生活産業部 環境衛生課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑨ふるさとプロジェクト（泉佐野市ふるさと文化資料基金） 

運用事業の名称 史跡等保存事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

史跡日根荘遺跡、重要文化的景観日根荘大木の農村景観、泉佐野市の３つ

の日本遺産「日根荘」「北前船」「葛城修験」等にかかわる文化財の保存・

活用を図ることを目的としています。 

 

（事業の内容） 

泉佐野市の３つの日本遺産の構成文化財を保存・活用するために、旧向井

家住宅内に日本遺産案内拠点としての整備工事を行い、七宝瀧寺へ向かう

参道の整備工事、佐野中学校のブロック塀に日本遺産「北前船」構成自治

体４９市町村の特徴をペンキで描く等の整備事業を行いました。 

運用の成果 

◆ 日本遺産日根荘旧向井家日本遺産観光拠点整備事業 

◆ 犬鳴山七宝瀧寺参道整備事業（二の橋改修工事等） 

◆ 日本遺産広報物作成事業 

◆ 日本遺産北前船佐野中学校ブロック塀整備事業 

 

 

事業費 １１，０７９，４３０円 

基金から充当した額 １１，０７９，４３０円 

担当部課 教育部 文化財保護課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑨ふるさとプロジェクト（泉佐野市ふるさと文化資料基金） 

運用事業の名称 文化財保存事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

泉佐野市内にある指定文化財等の保存・活用、市内の歴史に関連するデジ

タルアーカイブの運用を図ることを目的としています。 

 

（事業の内容） 

泉佐野市内にある文化財に指定された元銭湯や大阪唯一の温泉郷「犬鳴山

温泉」等を巡る「泉州タオルに包まれた御湯印帳で巡る泉佐野湯道９選」

を実施しました。また、市内の古い写真や書籍等をデジタルアーカイブと

して構築し、市ホームページで公開しています。 

運用の成果 

◆ デジタルアーカイブＡＤＥＡＣシステム使用 

◆ 「泉州タオルに包まれた御湯印帳で巡る泉佐野湯道９選」事業実施  

事業費 ２，０１５，３９５円 

基金から充当した額 １，９４２，１３５円 

担当部課 教育部 文化財保護課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑨ふるさとプロジェクト（泉佐野市ふるさと文化資料基金） 

運用事業の名称 史跡日根荘遺跡整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

史跡日根荘遺跡、重要文化的景観日根荘大木の農村景観にかかわる文化財

の整備事業を行います。 

 

（事業の内容） 

重要文化的景観日根荘大木の農村景観を構成する文化財の保存・活用を行

うために修理を行いました。 

運用の成果 

◆ 火走神社幣殿千木・鰹木改修工事 

◆ 長福寺跡タマネギ小屋修繕工事 

事業費 １，１３１，７２０円 

基金から充当した額 ５６６，７２０円 

担当部課 教育部 文化財保護課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑨ふるさとプロジェクト（泉佐野市ふるさと文化資料基金） 

運用事業の名称 重要文化財保存整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

国、府、市に指定された文化財を保存・活用していくために整備事業を行

います。 

 

（事業の内容） 

国重要文化財奥家住宅や国登録文化財大将軍湯の保存・活用を行うために

修理を行いました。 

運用の成果 

◆ 大将軍湯改修実施設計業務 

◆ 奥家住宅主屋屋根養生工事 

 

 

事業費 ２，８７９，８００円 

基金から充当した額 ２，８７９，８００円 

担当部課 教育部 文化財保護課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑨ふるさとプロジェクト（泉佐野市ふるさと文化資料基金） 

運用事業の名称 衣通姫ガイダンス施設整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

上之郷にゆかりのある衣通姫を紹介するためのガイダンス施設を整備す

るための事業を行います。 

 

（事業の内容） 

衣通姫ガイダンス施設のための駐車場等を整備する事業を行いました。 

運用の成果 

◆ 衣通姫ガイダンス施設用地買収 

◆ 衣通姫ガイダンス施設駐車場設計・測量 

 

 

事業費 ２０，５１８，０００円 

基金から充当した額 ２０，５１８，０００円 

担当部課 教育部 文化財保護課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 



132 

 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 
小学校施設管理事業（電気使用量・上下水道使用量） 

中学校施設管理事業（電気使用量・上下水道使用量） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

学校プールの安定的な管理運営を図ります。 

 

（事業の内容） 

電気及び上下水道使用量の物価高騰分の費用負担を行います。 

運用の成果 

◆ 本市では、学校における水泳技術の習得のための指導の充実や、健康増

進・体力の向上を図るとともに、災害時において飲料水を確保する設備

としての役割を果たすため、学校プールの整備が年次的に進められ、ま

た夏休み期間中の一般開放により、市内の各地域で身近にプール利用

できる環境が整えられてまいりました。 

 

◆ 学校プールを管理運営する上で必要となるランニングコストにつきま

して、この間の物価高騰を受け、支障をきたすことなく運営するため、

費用負担を行いました。 

事業費 ９，８５５，８７０円 

基金から充当した額 ９，８５５，８７０円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 
給食事業（給食費補助） 

中学校給食事業（給食費補助） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市立小・中学校で本来保護者が負担する学校給食費を市が補助することで、

物価高騰の影響による、保護者の経済的負担の軽減と学校給食の安定的な

供給を行うことを目的とします。 

 

（事業の内容） 

令和６年４月から令和７年３月までの市立小中学校の給食費を無償としま

す。 

運用の成果 

◆ 物価高騰の影響による、保護者の経済的負担の軽減と学校給食の安定

的な供給を行うことが出来ました。 

事業費 ２９５，６０７，８４９円 

基金から充当した額 ２９５，６０７，８４９円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 
小学校管理運営事業（電子書籍コンテンツ読み放題パック） 

中学校管理運営事業（電子書籍コンテンツ読み放題パック） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な教育環境の整備を行います。 

 

（事業の内容） 

ＧＩＧＡスクール構想で１人１台配備されている学習者用端末を用いた読

書環境の整備を行います。 

運用の成果 

◆ 小・中学校児童のより快適な教育施設としての整備・充実を目的とし

て、学校図書館の機能を強化し、児童の読書機会の拡充を図るととも

に、「調べ学習」及び「図書の時間」等、児童の読書活動を支援するた

め、ＧＩＧＡスクール構想で配備されている１人１台端末を活用でき

る読書環境を整えました。 

 

事業費 １，７９０，１７５円 

基金から充当した額 １，７９０，１７５円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 小学校管理運営事業（施設図書） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な教育環境の整備を行います。 

 

（事業の内容） 

学校図書室の図書の整備を行います。 

 

運用の成果 

◆ 小学校児童のより快適な教育施設としての整備・充実を目的として、

各小学校図書室への図書整備を行いました。 

 

事業費 １，９１２，０００円 

基金から充当した額 １，９１２，０００円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 
小学校施設管理事業（ＬＥＤ借上料） 

中学校施設管理事業（ＬＥＤ借上料） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な教育環境の整備を行います。 

 

（事業の内容） 

小中学校において、リース方式でＬＥＤ照明を活用します。 

運用の成果 

◆ 令和４年度より小中学校照明のＬＥＤ化をリース方式で進めました。

環境に配慮した低炭素社会への寄与、消費電力の削減による財政負担

の軽減、さらには学校照明のＬＥＤ化によって教室等において子ども

達の学習に十分な照度を確保することができました。 

事業費 １１，６８０，６８０円 

基金から充当した額 １１，６８０，６８０円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 夜間中学校管理運営事業（事業費全て） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

令和６年４月に開設した夜間中学の管理運営上必要な環境整備を行うこと

を目的とします。 

 

（事業の内容） 

管理運営上必要な環境整備に係る事務、備品の購入を行います。 

運用の成果 

◆ 本市初となる夜間中学を佐野中学校で令和６年４月に開設し、次の業

務を行いました。 

 

・校務支援用パソコン購入（職員室４台） 

・広報・ＰＲ業務 

・その他事務的経費（人件費、需用費等） 

事業費 ９，１３３，３２２円 

基金から充当した額 ６，６３３，３２２円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 小学校施設管理事業（ボトル給水型冷水器） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な教育環境の整備を行います。 

 

（事業の内容） 

小学校にボトル給水型冷水器を設置します。 

運用の成果 

◆ 学校は、児童生徒が安全に学習・生活できる場であるとともに、地域コミ

ュニティの拠点及び災害時における避難場所としての役割を果たす施設

であることが求められています。ボトル給水型冷水機は、感染症対策とし

て非接触で給水することができ、また、バリアフリー設計により車いすの

方も無理なく利用できます。 

◆ この冷水機を設置することにより、児童生徒の学校運営時の熱中症対策、

災害時における避難者への冷水飲料水の提供によりより一層の避難所と

しての役割を果たすことができます。 

◆ また、マイボトル使用等による、ＳＤＧｓの取組を推進することができま

す。 

◆ 令和５年度は泉佐野市内の中学校に各３台ずつボトル給水型冷水機を設

置しました。 

 

 

事業費 １５，４９３，５００円 

基金から充当した額 １５，４９３，５００円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 中学校屋外照明整備事業（グラウンド照明） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市民の生涯スポーツの振興を目的として学校施設開放の拡大を図るため、

日根野中学校グラウンドへの夜間照明の設置を行います。 

 

（事業の内容） 

日根野中学校グラウンドに屋外照明設備を設置します。 

運用の成果 

◆ 市民の生涯スポーツの振興を目的として、学校教育に支障のない範囲

で教育施設の開放拡大を図るため、日根野中学校グラウンドへの夜間

照明設備設置のため下記事業を行いました。 

 

・日根野中学校屋外照明整備工事監理業務委託 

・日根野中学校屋外照明整備工事 

 

 

事業費 ４２，８８９，０００円 

基金から充当した額 ２１，２２８，２７７円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 

第二小学校整備事業（トイレ改修） 

日根野小学校整備事業（トイレ改修） 

長南小学校整備事業（家庭科室改修） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

トイレの洋式化率向上及び教育環境の改善を図るため整備を行います。 

 

（事業の内容） 

トイレの改修工事または家庭科室改修工事を行います。 

運用の成果 

◆ 小学校児童のより安全で快適な教育施設としての整備・充実を目的と

して、下記事業を行いました。 

 

・第二小学校トイレ改修工事 

・日根野小学校屋内運動場トイレ改修工事 

・長南小学校家庭科室改修工事 

事業費 １４１，７５７，０００円 

基金から充当した額 １４１，７５７，０００円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 日根野中学校整備事業（トイレ改修） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

トイレの洋式化率向上及び教育環境の改善を図るため整備を行います。 

 

（事業の内容） 

トイレの改修工事を行います。 

運用の成果 

◆ 中学校生徒のより安全で快適な教育施設としての整備・充実を目的と

して、下記事業を行いました。 

 

・日根野中学校トイレ改修工事 

 

事業費 ５８，０５８，０００円 

基金から充当した額 ５８，０５８，０００円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 
小学校図書室整備事業 

中学校図書室整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

教育環境の改善を図るため、学校図書室の改修、図書室電算システム導入、

図書資料の更新など学校図書室の環境改善整備を行います。 

 

（事業の内容） 

学校図書室の改修工事、図書室電算システム導入、図書資料の更新を行いま

す。 

運用の成果 

◆ 小中学校の児童生徒のより快適な教育施設としての整備・充実を目的

として、各種事業を行いました。 

 

・第三・北中小学校図書室改修工事 

・第三中学校図書室改修工事 

・第三・北中・末広・大木小学校図書室電算システム導入業務委託 

・第三中学校図書室電算システム導入業務委託 

・第三・北中・末広・大木小学校、第三中学校図書室の所蔵資料の更新 

（各校所蔵資料の約１／３を更新） 

 

第三小学校      北中小学校     第三中学校 

 

 

 

 

 

事業費 １３８，６３４，６７８円 

基金から充当した額 １３８，６３４，６７８円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 第二小学校整備事業（防球ネット改修） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な教育環境の整備を行います。 

 

（事業の内容） 

第二小学校防球ネットの改修を行います。 

運用の成果 

◆ 小学校児童のより安全で快適な教育施設としての整備・充実を目的と

して、下記事業を行いました。 

 

・第二小学校防球ネット改修工事 

事業費 ４，１８０，０００円 

基金から充当した額 ４，１８０，０００円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 学校給食自校方式施設整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

小学校の学校給食センターにつきまして、施設・設備の老朽化に伴い建替え

を進めてまいりましたが、食育指導の推進や質の高い安心・安全な給食の提

供を目的に、センター方式から自校方式及び親子方式に変更することとし、

順次各小学校に給食調理室を建設してまいることとしており、その事前調

査委託事業を実施します。 

 

（事業の内容） 

各学校の建設予定地の選定、建設に関しての問題点の洗い出し、建設する際

の費用の試算や事業規模の試算を事業委託します。 

運用の成果 

◆ 事業委託実施は報告書が提出され、委託事業が完了しております。 

 

◆ 市内１３小学校のうち、建設敷地が確保可能な学校は９校で、残り４校

は親子方式で親小学校から子小学校へ配送することで対応します。 

 

◆ 建設する際の給食調理室の規模を、大手厨房機器メーカーにヒアリン

グし、スタディモデルを試作しそれを今後の建設にあたっての事業規

模の目安とします。 

 

◆ 引き続き自校方式学校給食施設の建設を進めてまいります。 

事業費 ６０，５４８，１５３円 

基金から充当した額 ６０，５４８，１５３円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 佐野台小学校整備事業（増築） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

良好な教育環境の整備を行います。 

 

（事業の内容） 

佐野台小学校の増築工事にかかる実施設計と地質調査を行います。 

学校の建設予定地の選定、建設に関しての問題点の洗い出し、建設する際の

費用の試算や事業規模の試算を事業委託します。 

運用の成果 

◆ 佐野台小学校は近隣の熊取駅西地区開発及び府営佐野台住宅の建て替

え等に伴う児童数の増加が見込まれます。佐野台小学校の増築工事に

かかる実施設計と地質調査を行うことにより、特認校の特色を生かし

つつ、教室数不足を解消するための学校教育施設の充実及び環境改善

として校舎の増築工事を行うことができるようになります。 

事業費 １４，５７５，０００円 

基金から充当した額 １４，５７５，０００円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 小学校図書室整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

教育環境の改善を図るため、学校図書室の改修を行うともに、図書館家具に「泉

佐野市産木材」を使うことにより、子どもたちに地場産業への愛着や理解を深

めてもらうことを目的とします。 

 

（事業の内容） 

令和７年度予定の佐野台小学校図書室整備に用いる「泉佐野市産木材」の伐採・

乾燥・保管等。 

運用の成果 

◆ 令和７年度に新増築する予定の佐野台小学校新校舎の主に学校図書館の

家具に使用する「泉佐野市産木材」の伐採と乾燥処理及び保管等。 

事業費 ３，４１０，０００円 

基金から充当した額 ３，４１０，０００円 

担当部課 教育部 教育総務課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 青少年育成事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

泉佐野市立生涯学習センター・泉佐野電力・日根野中学校及びゆまにて会

場の施設等を活用して、児童・生徒の自ら学ぶ機会と場所を提供し、支

援・学習指導することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

事業の目的に記した通りでありますが、支援していく中で、各学校教員・

サポートするスタッフ、保護者にいたるまで、トレーニング方式にて情報

の共有や相談などの対応に加え、支援が必要な方・不登校への問題にも取

り組んでいます。 

運用の成果 

◆ さまざまな事由で、勉学の意欲はあるが、学校へ赴くことができない・

勉強がしづらい児童が年々増加する一方、本事業を利用し、学んだこ

とで、再び学校などについていける児童がいました。 

 

◆ ひとえに、児童のみの対応だけでなく、教員や保護者にも連携してき

た成果だといえます。 

 

  

事業費 ３２，５００，０００円 

基金から充当した額      ２７，５００，０００円 

担当部課 教育部 青少年課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 成人式事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

青少年の健全育成をはじめ本市が定めた対象年齢であり、参加した成年に、地

域ポイント「さのぽ」を付与し参加者の増を図り、機運を高めていただく目的

として以下の事業に取り組むものとします。 

 

（事業の内容）  

例年、参加者数については７００名ほどでありますが、最大を見越して８００

名に地域ポイント「さのぽ」（３，０００Ｐ／おひとり）を付与します。 

式典当日に、新成人に配布する啓発リーフレットなどが入っている手提げ紙袋

に、ポイント付与に関する説明書と相当数にあたる二次元コードが貼付されて

いるシートを封入します。 

運用の成果 

◆ 令和７年１月に実施した式典では、参加者全員７０５名に対し、ポイント

付与の処理をされた方は３５１名のほぼ半数名にとどまりましたが、広報

活動等を推進し、参加者増につなげていきたいと考えています。 

 

 

 

  

事業費 １，０５３，０００円 

基金から充当した額 １，５０３，０００円 

担当部課 教育部 青少年課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 泉佐野市の未来を創る教育事業（事業全て） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

子どもの未来を育む教育の推進につながる、様々な施策について計画し、実

践していくための支援を行います。また、子育て世帯の経済的負担を軽減す

るとともに、子どもたちの学力や学習意欲、個性や才能を伸ばす機会を提供

します。又、不登校の児童生徒の学びの場を確保します。 

 

（事業の内容） 

◆ 市内小中学校１８校で行われる様々な特色のある活動について、財政

的支援を行うとともに、泉佐野市学力向上プロジェクトチームで実施

される施策により、セカンドステップや学級の教育力向上研究等を推

進する事業を実施します。 

 

◆ 学力向上に課題のある学校に対して、様々な支援を実施するため校長

ＯＢを配置します。 

 

◆ 「ベトナム友好交流事業２０２４」として、友好都市ベトナムビンディ

ン省クイニョンに訪問を行います。 

 

◆ 高校進学・就職等により家計負担の増加が見込まれる中学３年生の世

帯に財政的支援を行ないます。 

 

◆ 市内在住の小学５年生から中学３年生を対象に学習塾、文化・スポーツ

教室等とフリースクールの学校外教育サービスに係る費用について

各々月額５千円を上限に助成します。 
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運用の成果 

◆ 泉佐野市の未来を創る教育事業補助金 

 市内小中学校１８校及び学力向上プロジェクトチームに補助。 

 

◆ 実施事業一覧 

・人権教育、地域交流、高齢者との交流・「話す力」「聞く力」の充実・漢字

検定・花いっぱいプロジェクト・コミュニケーション力向上研修・キャリア

教育研修・道徳教育の充実・自然を生かした体験活動、自立！自律！自分に

気づき、未来をきずく・セカンドステップの実践・日本文化の理解、体力づ

くりの推進・言語技術教育・清掃活動、ボランティア活動の推進・喫煙防止、

障がい者理解のための体験学習、国際理解教育、ＩＣＴ教育の推進、平和学

習の充実等。 

 

◆ ジュニア防災検定 初級（小学校４年生に実施） 

 

◆ 学力向上アドバイザー１名を小学校に配置。 

 

◆ 「ベトナム友好交流事業２０２４」 市内中学生１０名を派遣。 

 

◆ ＪＦＡこころのプロジェクト「夢の教室」 

  佐野台小学校５年生３１名、６年生２４名に実施。 

 

◆ 「いずみさの就学就職等給付金」 

  泉佐野市に住民票がある中学３年生８１３人の世帯に、 

中学３年生１人につき１０万円を給付。 

 

◆ 塾代等助成事業 

支給件数 ２，３９５件（※令和５年１０月より実施） 

事業費 １１８，１０１，９２８円 

基金から充当した額 １１８，１０１，９２８円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 泉佐野市まなびんぐサポート事業（事業全て） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

子どもの学びの状況等に応じたきめ細やかな指導や支援を行うことにより、子ども

一人ひとりの学力や学習意欲等の向上を図ることを目的とし、各学校の取り組みに

対して人的支援を行います。 

 

（事業の内容） 

小中学校の放課後学習の活性化や小学校の算数の学力定着を図るため、大学生、地

域の方々、退職教員等の皆さんを有償ボランティアとして登録いただき、各学校に

おいて放課後や算数授業で学習支援を行う。また、アイススケート体験を行います。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は、次のとおりです。 

・放課後学習 

  第一小  ９２回  第二小  ９４回  第三小  ４５回 

  日新小 １１９回  北中小 １５８回  長坂小 １２５回 

  日根野小２４２回  大木小  ３８回  上之郷小 ９６回 

  長南小 １２１回  末広小  ９６回  佐野台小 ４４回 

  中央小  ７３回  小学校合計 １３４３回 

  佐野中  ６７回  新池中  ３６回  第三中 １６回 

  日根野中 ３６回  長南中  １３回  中学校合計 １６８回 

 

・算数サポート 

  北中小 ６５５時間  長坂小 ８５２時間 

 長南小 ６４５時間  末広小 ６３６時間 

 

・アイススケート体験 

  第二小、第三小、日新小、北中小、長坂小、日根野小、大木小、上之郷小、 

長南小、末広小   １９回（１０１１人参加） 

 

・日本語サポート 

  のべ参加者数 児童生徒２６５名、保護者１４６名 

事業費 ３１，７０９，５８４円 

基金から充当した額 ３１，７０９，５８４円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 学校行事事業（プール管理委託料） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

安心・安全の学校プール管理を行うとともに、国の「働き方改革」の一環と

しての、教職員の負担軽減を目的とします。 

 

（事業の内容） 

学校プールにおける水泳授業が、安全にまた円滑に実施できるよう、清掃や

水質管理等の施設管理の一部を委託します。 

 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は、次のとおりです。 

 

・学校水泳 実施時間数（授業時間） 

  第一小  ４８時間  第二小  ４８時間  第三小  ４０時間 

  日新小  ６０時間  北中小  ５６時間  長坂小  ４８時間 

  日根野小 ４８時間  大木小  ４２時間  上之郷小 ６０時間 

  長南小  ６０時間  末広小  ５４時間  佐野台小 ５０時間 

  中央小  ３６時間 

  佐野中  １１時間  新池中  １２時間  第三中  １２時間 

  日根野中 ８時間   長南中  ２０時間 

 

事業費 ４，９３０，０００円 

基金から充当した額 ４，９３０，０００円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 中学校教育振興事業（クラブ振興委託料） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市内中学校５校の課外クラブ活動を委託することにより、課外クラブ活動

を通じて、望ましい人間関係を形成し、個性の伸長を図り、集団の一員とし

て協力してよりよいクラブづくりに参画しようとする自主的、実践的な態

度を育てることを目的とします。 

 

（事業の内容） 

市内中学校における課外クラブ活動を推進するための助成を行います。 

 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は、次のとおりです。 

 

・中学校５校   ７０クラブ  １６４５名 

  【内訳】 

  佐野中学校   １６クラブ   ４８９名 

  新池中学校   １４クラブ   ３２７名 

  第三中学校   １６クラブ   ３０６名 

  日根野中学校  １４クラブ   ３７５名 

  長南中学校   １０クラブ   １４８名 

 

事業費 ７，２１２，８００円 

基金から充当した額 ７，２１２，８００円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 学校行事事業（小学校スクールバス） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

・羽倉崎地区の児童は通学が遠距離となることから、羽倉崎駅から南海電車

を利用している児童が多く、通学の負担を軽減するための支援を目的とし

ます。 

・路線バスを利用している大木小学校の児童に対し、通学の負担を軽減する

ための支援を目的とします。 

 

（事業の内容） 

羽倉崎地区から第一小学校へ通う児童及び既存の路線バスを利用し大木小

学校へ通う児童に対し、マイクロバスを借上げ通学の支援を行うものとし

ます。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は、次のとおりです。 

 

 ・第一小学校への運行日数 

  ２０８日（登校時 ２便、下校時 ２便） 

 

 ・大木小学校への運行日数 

  ２０８日（登校時 １便、下校時 ２便） 

 

◆ この結果、羽倉崎地区の第一小学校通う児童及び路線バスを利用し大

木小学校へ通う児童に対し、通学の支援を行えました。 

事業費 ２０，０６０，４９８円 

基金から充当した額 ２０，０６０，４９８円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 中学校教育振興事業（クラブ指導員） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

国の「働き方改革」の一環としての、教職員の部活動指導に係る負担軽減及

び部活動指導内容の充実等を目的とします。 

 

（事業の内容） 

中学校において、適切な練習時間や休養日の設定など部活動の適正化を進

めるために、部活動指導員を配置する取組みです。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は、次のとおりです。 

 

 ・中学校５校  １４クラブ  １４名配置 

  【内訳】 

   佐野中学校   ４クラブ  ４名配置 

   吹奏楽、サッカー、バレーボール、柔道 

 

   新池中学校   ３クラブ  ３名配置 

   バスケットボール、バドミントン、吹奏楽 

 

   第三中学校   ５クラブ  ５名配置 

   剣道、バトミントン、卓球、バスケットボール、吹奏楽 

 

   日根野中学校  １クラブ  １名配置 

   バレーボール 

 

   長南中学校   １クラブ  １名配置 

   野球 

事業費 ６，２１７，９６４円 

基金から充当した額 ６，０４４，０００円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 中学校教材整備事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

令和３年度より中学校の技術分野内容Ｄ「情報の技術」内のプログラミング分

野の拡充が学習指導要領に位置づけられました。また、令和４年度からは高校

において「情報Ⅰ」としてプログラミング教育が必修になり、令和６年度から

大学入学共通テストにおいてプログラミングの知識を含む「情報」の科目が追

加されました。このことから中学校におけるプログラミング教育の実施に向け

た教材整備を目的とします。 

 

（事業の内容） 

テキストプログラミングを使い、双方向コンテンツによる問題解決学習ができ、

１人１台端末にて利活用できるアプリを導入し、中学校間格差が生じることの

ないよう、中学校におけるプログラミング学習を確実に進める支援を行います。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は、次のとおりです。 

 

１．プログラミング教材 

「Ｌｉｆｅ ｉｓ Ｔｅｃｈ！ Ｌｅｓｓｏｎ」 

 

２．活用状況（授業活用率：１００％） 

 

【中学校名】 【実施学年】 【実施時期】 【時数】 

佐野中 １年 １月 １１Ｈ 

新池中 １年 ２月 ４Ｈ 

第三中 １・２・３年 １月 ６Ｈ 

日根野中 ３年 ２月 ８Ｈ 

長南中 ２年 １０月 １２Ｈ 

事業費 １，８１２，８００円 

基金から充当した額 １，８１２，８００円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 中学校教材整備事業（Ｒ５．６月補正分） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

実用英語技能検定（英検）の合格をめざし、英語学習特化型ＡＩ教材を活用

した英語学習およびオンラインコーチングを受講することにより、中学生

の英語力の向上を促進することを目的として実施します。 

 

（事業の内容） 

英語学習特化型ＡＩ教材を活用して英検対策講座を受講し、英語スクール

の講師によるオンラインコーチングを受講します。生徒は英検対策期間と

して６カ月コースを受講して英語力の向上を図り、実用英語技能検定（英

検）の合格をめざして受検します。家庭の経済的負担を軽減することで、意

欲ある生徒の英語力向上をサポートします。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は、次のとおりです。 

 

・英検対策講座（ＡＩ教材活用・オンラインコーチング）受講者数 

  佐野中   ５９名 

  新池中   ５０名 

  第三中    ５名 

  日根野中  ３６名 

  長南中   １４名 

  合計   １６４名 

事業費 ５，５８８，０００円 

基金から充当した額 ５，５８８，０００円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 小学校就学奨励事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

経済的な理由で泉佐野市立小学校の就学が困難な家庭に、就学に必要な費

用の一部を援助します。 

 

（事業の内容） 

令和６年度就学援助認定者のうち、令和４年４月１日現在の生活保護基準

額の１．５倍を超えて２．０倍までの基準額での認定者を対象に、学用品費・

新入学学用品費・修学旅行費・校外活動費・学校給食費・オンライン学習通

信費・医療費の支給を行います。（新小学１年生と新中学１年生には新入学

準備金を支給。） 

 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は、次のとおりです。 

 

 ・対象者人数 ２１１人（内新中学１年生対象者人数 ３３人） 

  新小学１年生対象者人数 ３１人 

合計 ２４２人（内新中学１年生対象者人数 ３３人） 

（※令和５年度末時点認定者数（新小学１年生と新中学１年生は 

新入学準備金受給者数）と令和４年度当初予算積算時認定者数の差） 

事業費 １０９，７６３，６７６円 

基金から充当した額 ２０，８２５，０００円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 中学校就学奨励事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

経済的な理由で泉佐野市立中学校の就学が困難な家庭に、就学に必要な費

用の一部を援助します。 

 

（事業の内容） 

令和６年度就学援助認定者のうち、令和４年４月１日現在の生活保護基準

額の１．５倍を超えて２．０倍までの基準額での認定者を対象に、学用品費・

新入学学用品費・修学旅行費・校外活動費・学校給食費・オンライン学習通

信費・医療費の支給を行います。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は、次のとおりです。 

 

 対象者人数 ８６人 

（※令和５年度末時点認定者数と令和４年度当初予算積算時認定者数の差） 

 

事業費 ６３，９４４，４１４円 

基金から充当した額 １５，８６４，０００円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 教育支援事業（Ｒ５．６月補正分） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

不登校、不登校傾向にある、または、基本的生活習慣の確立が難しいなど、
子どもへの教育、子育てに悩み・不安等を抱える保護者に寄り添い、個々
の養育環境の改善、不登校等の未然防止に資するためのものです。 
 

（事業の内容） 

・子ども家庭アドバイザー 

学校の教職員や支援人材と連携し、子どもへの教育や子育てに関する講演

会・個別・グループ相談等を行い、保護者をエンパワーメントします。 

・スクールカウンセラー 

児童生徒、保護者への個別の面談や行動観察などを中心に活動。 

学校へのフィードバック、校内会議への参加助言、教職員との情報共有、

教職員研修などを進めます。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は、次のとおりです。 

 

【子ども家庭アドバイザー】 

・長南中学校、日根野小学校、佐野台小学校で講演会を実施。 

・３校ともに保護者との個別面談を実施。 

 講演会参加者       １４名 

 個別面談参加者      １２名 

 

【スクールカウンセラー】 

 カウンセリング日数   １５１日 

 カウンセリング時間  ９０６時間 

 

事業費 ６５９，０００円 

基金から充当した額 ６５９，０００円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 教育支援事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

児童生徒の学校復帰や社会的自立に資すること、又、利用者の月額利用料の

負担軽減のため、不登校児童生徒の居場所となっているフリースクールの

安定的かつ持続的な運営及び活動を支援します。 

 

（事業の内容） 

フリースクールの活動のために支出する経費の一部を助成します。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は、次のとおりです。 

 

フリースクール補助金 

  対象事業者数 １事業者 

事業費 ４，８００，０００円 

基金から充当した額 ４，８００，０００円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 泉佐野市まなびんぐサポート事業（Ｒ６．９月補正分） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

児童生徒が、目標や予定、日々のふりかえり等をマイノートに記録すること

により、自分自身のことややるべきことを「見える化」し、自己実現につな

げていくことを目的として実施します。 

 

（事業の内容） 

児童生徒は、将来の夢や目標、今の自分の分析、月や日々のふりかえり、心

に残ったことなどを家庭や学校でマイノートに記録していきます。生活習

慣、学習習慣を確立させ、ＰＤＣＡサイクルを自ら回すことにより、自立で

きる力の向上を図ります。 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は、次の通りです。 

 

 マイノート対象人数   

小学校３年生 ７３４名 

小学校４年生 ７５６名 

合計 １４９０名 

  

総配付数  １７００冊（予備含む） 

事業費 １，１４０，７００円 

基金から充当した額 １，１４０，７００円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ②未来を創る教育プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 中学校教材整備事業（Ｒ６．９月補正分） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

実用英語技能検定（英検）の合格をめざし、英語学習特化型ＡＩ教材を活用

した英語学習およびオンラインコーチングを受講することにより、中学生

の英語力の向上を促進することを目的として実施します。 

 

（事業の内容） 

英語学習特化型ＡＩ教材を活用して英検対策講座を受講し、英語スクール

の講師によるオンラインコーチングを受講する。生徒は英検対策期間とし

て６カ月コースを受講して英語力の向上を図り、実用英語技能検定（英検）

の合格をめざして受検します。家庭の経済的負担を軽減することで、意欲あ

る生徒の英語力向上をサポートします。 

 

運用の成果 

◆ 令和６年度の実施結果は、次のとおりです。 

 

 英検対策講座（ＡＩ教材活用・オンラインコーチング）受講者数 

 佐野中   ５９名 

 新池中   ５０名 

 第三中    ５名 

 日根野中  ３６名 

 長南中   １４名 

 合計   １６４名 

事業費 １，６９６，３００円 

基金から充当した額 １，６９６，３００円 

担当部課 教育部 学校教育課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑫スポーツ振興プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 スポーツ振興事業（協定締結市町村体験学習） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市内小・中学生を公募し、日常では体験できないスキーの体験を行うことによ

り、児童・生徒のスポーツへの興味や関心を高め、本市におけるスポーツの振

興を図ることを目的とします。 

 

（事業の内容） 

市内在住の小・中学生２０名を公募し、登別市サンライバスキー場（北海道登

別市）に派遣し、スキー体験（講習会参加）を行います。また、地元登別市の

児童・生徒との交流を図ります。 

※泉佐野市スポーツ推進委員協議会への委託事業として実施。 

運用の成果 

◆ 協定締結市町村体験学習 

 

派遣先  登別市サンライバスキー場（北海道登別市） 

派遣期間 令和６年１２月２５日（水）～２７日（金） ２泊３日 

派遣人数 市内小学６年生～中学２年生 １７名 

実施内容 ・スキー講習会  

      ・登別市の子ども達との交流会 

 
※参加者１７名のうちスキー初体験の参加者１５名であったが、皆上達が早く、短

期間の講習で２日目の午前中には全員がリフトに乗ってコースを滑ることがで

き、今後もスキーを続けられるだけの基本的な滑走技術は習得できました。また、

地元登別市の児童たちとの交流会では、それぞれのまちの紹介をクイズ形式で行

ったり、両市の混合チーム対抗で雪積みで高さを競ったり、雪ぞりレースを行うな

ど、友好、親睦を深めることができました。 

 

また、初めて会った子どもたちが、４つの班に分かれ

て三日間共に行動し、サポートし合いながらの自主的

な行動、そしてスケジュールを守って合宿期間を過ご

せたことは、大変有意義な体験になったと思われま

す。 

事業費 ２，２８９，５５８円 

基金から充当した額 ２，２８９，５５８円 

担当部課 教育部 スポーツ推進課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑫スポーツ振興プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 市営プール管理運営事業（指定管理者による管理・運営） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

小中学校が夏休み期間中、学校プールを含む市営プールを市民の憩いの場とし

て提供するとともに、水泳や水遊びを通じて利用者の健康増進や体力向上等を

図りました。 

 

（事業の内容） 

市営プールの一般開放期間中、プールの水質や施設の衛生管理とともに市民が

安全に安心して利用できるよう運営業務を指定管理者が行います。 

運用の成果 

◆ 令和６年度市営プール一般開放   利用者総数：９，５４８名 

 

【内訳】各施設の一般開放利用者数 

 

 日根野市民プール   ２，６２５名 

りんくう市民プール  ３，３６２名 

 佐野中学校プール     １４７名 

 第二小学校プール     ５５０名 

 中央小学校プール     ８８９名 

 佐野台小学校プール    １０２名 

 長坂小学校プール     ２４５名 

 北中小学校プール     ２８５名 

 大木小学校プール      ４０名 

 第三小学校プール     １６４名 

 末広小学校プール     ２２６名 

 日新小学校プール     ４２６名 

 上之郷小学校プール    １８０名 

 長南小学校プール     ３０７名 

 

 

衛生管理に加え、熱中症対策も講じながら、市民プール２，学校プール 

１２の全１４プールにて市営屋外プールの一般開放を行いました。 

事業費 ３１，５５６，０００円 

基金から充当した額 ３１，５５６，０００円 

担当部課 教育部 スポーツ推進課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑫スポーツ振興プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 
スポーツ振興事業 

（Ｊ：ＣＯＭ末広体育館内大体育室の設備改修、更新） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

安全で快適なスポーツ環境の確保を図るため、老朽化した体育館内大体育室

の設備を改修、更新します。 

 

（事業の内容） 

Ｊ：ＣＯＭ末広体育館（泉佐野市民総合体育館）内大体育室の壁面及び２Ｆ

のブラインド及びカーテン等、老朽化・劣化した設備等を更新します。 

運用の成果 

◆ 昭和５６年に開設された泉佐野市民総合体育館（ネーミングライツに 

よる現在の愛称「Ｊ：ＣＯＭ末広体育館」）は、設備面の修繕を図りなが

ら、指定管理者による管理運営を行っていますが、利用者に安全で快適

なスポーツ環境の提供を図るためには、設備の改修や更新も行う必要が

あり、今回特に傷や劣化の目立つ同体育館内大体育室の壁面の改修、さ

らにブラインドおよびカーテンの更新を実施しました。 

事業費 １０，７２５，０００円 

基金から充当した額 １０，７２５，０００円 

担当部課 教育部 スポーツ推進課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑫スポーツ振興プロジェクト（教育振興基金） 

運用事業の名称 
総合体育館整備事業（Ｊ：ＣＯＭ末広体育館のスポーツ器具等の更新 

          及び健康増進センターの設備修繕） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

安全で快適なスポーツ環境の確保を図るため、市民総合体育館および市立健

康増進センター内の不具合箇所の修繕や老朽化したスポーツ器具等を更新

します。 

 

（事業の内容） 

市民総合体育館の老朽化したトランポリンの買い替えやレスリングマット

の購入等スポーツ器具類の更新、さらに市立健康増進センター内非常用 自

家発電設備の不具合箇所の修繕を行います。 

運用の成果 

◆ 泉佐野市民総合体育館（ネーミングライツによる現在の愛称「Ｊ：ＣＯ

Ｍ末広体育館」、昭和５６年開設）および泉佐野市立健康増進センター

（平成９年開設）は、設備面の修繕を図りながら、指定管理者による管

理運営を行っていますが、利用者に安全で快適なスポーツ環境の提供を

図るためには、スポーツ器具等の更新も行う必要があり、今回体育館で

はトランポリンやレスリングマットなどの更新を行い、健康増進センタ

ーでは非常用自家発電設備の修繕工事を行いました。 

事業費 １１，９４７，７０５円 

基金から充当した額 １１，９４７，７０５円 

担当部課 教育部 スポーツ推進課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 



168 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑪わがまちプロジェクト（自治振興基金） 

運用事業の名称 防犯推進事業（防犯カメラ設置） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

地域安全のため、防犯カメラの設置などの整備を進めます。 

 

（事業の内容） 

・防犯カメラの管理 

・町会、自治会に対し、防犯カメラ設置１台につき２０万円を限度として、

補助金を交付します。 

運用の成果 

◆ 補助金を活用して、令和６年度は町会・自治会の防犯カメラが８台新た

に設置され、今までに８８台の町会・自治会防犯カメラ設置補助を行い

ました。今後も防犯カメラ設置の補助を継続し、安全・安心なまちづく

りを推進します。 

事業費 １０，５９４，２６０円 

基金から充当した額 ４００，０００円 

担当部課 市民協働部 自治振興課 

基金所管部課 市民協働部 自治振興課 



169 

 

令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑪わがまちプロジェクト（自治振興基金） 

運用事業の名称 町会振興事業（ＡＥＤ設置） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

地域の救命率の向上と応急体制の充実を図るため、ＡＥＤ（自動体外式除細

動器）の設置等を進めます。 

 

（事業の内容） 

町会、自治会に対し、ＡＥＤ設置等１台につき２０万円を限度として、補助

金を交付します。 

運用の成果 

◆ 令和４年度に創設された制度で、町会・自治会において令和６年度中に

設置されたＡＥＤ６台に対し設置費補助を行いました。財団法人日本

救急医療財団への、ＡＥＤ設置場所登録や町会・自治会住民を対象とし

たＡＥＤ使用に関する講習会の実施など、地域の救命率の向上と応急

体制の充実に寄与しています。 

 

事業費 １，２００，０００円 

基金から充当した額 １，２００，０００円 

担当部課 市民協働部 自治振興課 

基金所管部課 市民協働部 自治振興課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮災害対策プロジェクト（泉佐野市災害セーフティー基金） 

運用事業の名称 デジタル防災行政無線（移動系）改修業務 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市内で災害時に地域の防災活動を迅速かつ適切に行うには、地域全域での災害

状況の把握、応急、救助等の指示伝達を必要とします。このため、情報伝達体

制の確保を図り、住民の安全を守ることを目的として、防災行政用無線局（デ

ジタル移動系）を整備しており、継続して使用するには定期的にバッテリー等

の定期交換が必要となるものです。 

 

（事業の内容） 

デジタル防災行政無線（移動系）の携帯局５４台他の定期部品（バッテリー等）

交換による改修業務。 

運用の成果 

◆ デジタル防災行政無線（移動系）改修業務の結果は次のとおりです。 

 

防災行政無線装置改修業務委託料：３，１９３，３００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ この結果、定期部品交換が実施されたことで、継続して使用することが 

でき、情報収集伝達体制の確保が講じられました。 

事業費 ３，１９３，３００円 

基金から充当した額 ３，１９３，３００円 

担当部課 市民協働部 危機管理課 

基金所管部課 市民協働部 危機管理課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮災害対策プロジェクト（泉佐野市災害セーフティー基金） 

運用事業の名称 災害用トイレトレーラー保管維持管理業務 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

災害時におけるトイレ対策は重要であり、簡易トイレ、携帯トイレの備蓄及び

マンホールトイレ整備の他、トイレトレーラーを所有し本市での災害時はもち

ろんのこと、全国の被災地からの要請に応じ、災害時における被災地のトイレ

不足の問題を改善することを目的としています。 

 

（事業の内容） 

防災啓発の観点からも、トイレトレーラーを市のイベント等で平時活用し有事

の際に違和感なく利用できるよう、保管維持管理と合わせて行います。 

運用の成果 

◆ トイレトレーラーを派遣したイベントは次のとおりです。 

 

・泉佐野市大防災訓練（Ｒ６．１１．３） 

・第３回ご当地キャラＥＸＰＯ ｉｎ りんくう 

（Ｒ６．１１．９、１１．１０） 

・災害用トイレトレーラーのお披露目・見学（Ｒ６．１２．２） 

・令和７年消防出初め式（Ｒ７．１．１２） 

 

 

 

 

 

 

 

◆ トイレトレーラー導入に併せ、災害派遣トイレネットワークプロジェクト

『「みんな元気になるトイレ」派遣協力等に関する協定』を締結し、当該ネ

ットワークの一員として、令和６年能登半島地震の被災地への派遣実績も

あります。 

事業費 ３，０８３，６３３円 

基金から充当した額 ３，０８３，６３３円 

担当部課 市民協働部 危機管理課 

基金所管部課 市民協働部 危機管理課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮災害対策プロジェクト（泉佐野市災害セーフティー基金） 

運用事業の名称 
泉佐野市自主防災組織補助金の拡充及び補助金増額、 

地域情報誌への防災情報掲載 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

大規模災害が発生したとき、被害を最小限に抑え、生命と財産を守ってい

くためには、「自分たちのまちは、自分たちで守る」という地域住民の自主

防災意識と連帯感により、日頃から地域防災活動に取り組むことが非常に

重要です。本事業は、地域住民による自主的な防災組織の結成及び育成を

目的とします。 

併せて、地域情報紙は、防災情報を住民に伝える上で重要な役割を担って

いることから、地域住民の防災意識を高めるためのツールとして活用しま

す。 

 

（事業の内容） 

これまでも地域の自主防災組織の結成支援や活動支援を行ってきました

が、新たに「泉佐野市防災まちづくり補助金」制度を創設し、地域住民によ

る自主防災活動など、災害に強いまちづくりを進める団体に、防災資機材

の購入及び自主防災組織の活動に対して補助金を交付します。 

また、令和６年１１月より５ケ月連続で情報発信の一環として、地域情報

誌へ防災情報を掲載しました。  
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運用の成果 

◆ 泉佐野市防災まちづくり補助金の交付及び地域情報誌への掲載の結果は

次のとおりです。 

 

令和６年度における補助金交付団体数：７０団体 

（自主防災組織数：７８団体） 

・防災資機材整備事業 

 簡易トイレ、携帯トイレ、ポータブル電源、 

防災用エアーマット、発電機等 

 

・自主防災活動実施事業 

防災グッズ（ホイッスル）、炊出し訓練用資材、 

消火器等、防災小冊子作製等 

 

・届出避難所資機材等整備事業 

 （自主防災組織が避難所として自主的に開設運営する町会館等を「届出避難

所」として市が認定し支援を行うもの） 

 非常食セット、卓上コンロ、カセットボンベ、簡易ベッド、 

毛布、ガス発電機等 

 

・泉佐野市防災まちづくり補助金 ： ７，９１３，３００円 

・地域情報誌広告掲載料     ：   ４４６，７４０円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ この結果、自主防災組織の育成及び活動支援が講じられ、併せて、地域

情報誌を活用した防災意識の向上が図られました。 

事業費 ８，３５９，７４０円 

基金から充当した額 ８，３５９，７４０円 

担当部課 市民協働部 危機管理課 

基金所管部課 市民協働部 危機管理課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮災害対策プロジェクト（泉佐野市災害セーフティー基金） 

運用事業の名称 泉佐野市自主防災組織育成事業補助金の交付 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

大規模災害が発生したとき、被害を最小限に抑え、生命と財産を守っていくた

めには、「自分たちのまちは、自分たちで守る」という地域住民の自主防災意識

と連帯感により、日頃から地域防災活動に取り組むことが非常に重要です。本

事業は、地域住民による自主的な防災組織の結成及び育成を目的とします。 

 

（事業の内容） 

地域住民による自主防災組織を育成するため、防災資機材の購入及び自主防災

組織の活動に対して、「泉佐野市自主防災組織育成事業補助金」を交付します。 

運用の成果 

◆ 泉佐野市自主防災組織育成事業補助金の交付の結果は次のとおりです。 

 

令和６年度における補助金交付団体数：２５団体 

（自主防災組織数：７８団体） 

・防災資機材整備事業 

 カセットコンロ、ビブス、備蓄食糧、雨水タンク、 

発電機、救急セット等 

 

・自主防災活動実施事業 

炊出し訓練用食材、備蓄食糧、ブルーシート、訓練実施チラシ作成等 

 

・届出避難所資機材等整備事業 

 （自主防災組織が避難所として自主的に開設運営する町会館等を「届出避難

所」として市が認定し、支援を行うもの） 

 備蓄倉庫、毛布、携帯トイレ、救急セット、フロアカーペットの張替え等 

 

◆ この結果、自主防災組織の育成及び活動支援が講じられました。 

事業費 ３，２９７，０００円 

基金から充当した額 ３，２９７，０００円 

担当部課 市民協働部 危機管理課 

基金所管部課 市民協働部 危機管理課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮災害対策プロジェクト（泉佐野市災害セーフティー基金） 

運用事業の名称 消防団員の制服の購入業務 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

泉佐野市消防団（市役所分団・国際分団）の夏制服・冬制服を統一し、団員の

活動に対する意識向上のため、制服を購入します。 

 

（事業の内容） 

泉佐野市消防団の市役所分団と国際分団に貸与する夏制服・冬制服の購入。 

運用の成果 

◆ 消防団員の制服の購入業務の結果は次のとおりです。 

 

・購入金額 ： ２，７９７，５４２円 

・購入物品 ： 夏制服一式 計２９着（市役所分団２０着、国際分団９着） 

         冬制服一式 計２９着（市役所分団２０着、国際分団９着） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ この結果、消防団の制服を統一し、活動に対する意識の向上が期待されま

す。 

事業費 ２，７９７，５４２円 

基金から充当した額 ２，７９７，５４２円 

担当部課 市民協働部 危機管理課課 

基金所管部課 市民協働部 危機管理課課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮災害対策プロジェクト（泉佐野市災害セーフティー基金） 

運用事業の名称 泉佐野市災害時等協定都市訪問事業（成田市） 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

他市町村の泉佐野市消防団員と交流を図り、今後の泉佐野市消防団の活動

や組織の継続に活用します。また、泉佐野市少年消防クラブの子どもたち

に防災研修として防災意識の向上を図ります。 

 

（事業の内容） 

泉佐野市消防団員と泉佐野市少年消防クラブを引率して成田市消防本部で

交流・研修を行います。 

運用の成果 

◆ 泉佐野市災害時等協定都市訪問事業（成田市）の結果は次のとおりで

す。 

 

 災害時等協定都市訪問事業委託料 ９６１，１２０円 

 

◆ この結果、泉佐野市消防団員の活動に対する意欲の向上と、泉佐野市

少年消防クラブの防災に対する意識の向上が図られました。 

事業費 ９６１，１２０円 

基金から充当した額 ９６１，１２０円 

担当部課 市民協働部 危機管理課課 

基金所管部課 教育部 教育総務課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑮災害対策プロジェクト（泉佐野市災害セーフティー基金） 

運用事業の名称 大規模災害職員向け食糧の更新 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

大規模災害の発生時においては、長期にわたる食糧の入手が困難となることが

予想されます。そのような中にあっても、職員は市民の生命・身体及び財産を

保護し、市民生活への影響が最小限となるよう、災害対応にあたる必要がある

ため備蓄食糧の更新を行います。 

 

（事業の内容） 

大規模災害時では、市は組織の総力を挙げて災害対応業務に従事することとな

ります。また、発災後の数日は帰宅が困難となることから、職員向けの備蓄食

糧の更新を行い、職員の健康状態の悪化及び執務意欲の低下を防ぎます。 

運用の成果 

◆ 大規模災害職員向け食糧の更新の結果は次のとおりです。 

 

・購入金額：２，１３８，４００円 

・購入物品：保存用ビスコ（４，２００食） 

       保存水５００ｍｌ（８，４００本） 

 

  

 

 

 

 

 

 

◆この結果、大規模災害時の職員の健康状態の悪化及び執務意欲の低下を防ぐ

ことができます。 

事業費 ２，１３８，４００円 

基金から充当した額 ２，１３８，４００円 

担当部課 市民協働部 危機管理課 

基金所管部課 市民協働部 危機管理課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ⑯泉佐野市公益活動応援プロジェクト（泉佐野市公益活動応援基金） 

運用事業の名称 公益活動助成事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

団体指定寄付を活用し、公益活動団体の活動費を支援することで、公

益の増進を図ります。 

 

（事業の内容） 

公益活動団体名を指定し寄付があった団体に対し、公益活動助成金を

交付します。 

 

運用の成果 

◆令和６年度の実績は以下の通りです。 

 

公益活動を行う４団体に対して助成金交付を実施しました。 

 

事業費 ３６５，０００円 

基金から充当した額 ３６５，０００円 

担当部課 市民協働部 自治振興課 

基金所管部課 市民協働部 自治振興課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 
㉑大阪・関西万博オール大阪盛り上げプロジェクト 

（公共施設整備等基金） 

運用事業の名称 泉佐野ＥＸＰＯ事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

大阪府・大阪市が中心となってオール大阪で出店する大阪ヘルスケアパビ

リオンの事業運営や、大阪・関西万博入場チケットを返礼品として提供する

ことで、万博を通じた大阪全体の機運醸成を目的とします。 

 

（事業の内容） 

本市ふるさと納税のうち、大阪・関西万博の入場チケットをふるさと納税返

礼品とした「大阪・関西万博オール大阪盛り上げプロジェクト」に対する寄

付金のうち、経費を差し引いた金額を、大阪ヘルスケアパビリオン事業の運

営費等にあてるため、公益社団法人 ２０２５年日本国際博覧会大阪パビ

リオンへの寄附を行います。 

 

運用の成果 

◆ 公益社団法人２０２５年日本国際博覧会大阪パビリオンへの寄附金 

支払い総額 … ３１，４１７，３００円 

 

事業費 ３１，４１７，３００円 

基金から充当した額 ３１，４１７，３００円 

担当部課 成長戦略室 おもてなし課 

基金所管部課 市長公室 行財政管理課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ㉒ 魅力創造発信プロジェクト（魅力創造発信事業） 

運用事業の名称 イベント助成事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

泉佐野市内の関係人口・交流人口の拡大や、シティプロモーションの推進を

図ります。 

 

（事業の内容） 

市内で行われる大規模なイベントで、市の観光 PR やシティプロモーション

の推進に寄与する場合、助成金を交付します。 

 

運用の成果 

◆ 交付対象イベント 

 

・第 46 回泉佐野郷土芸能の集い 

・第 8 回 ENJOY!りんくう(りんくう花火) 

・第 25 回ザ・まつり inIZUMISANO 

・第 19 回泉州 YOSAKOI ゑぇじゃないか祭り 

・佐野浜四町夏フェスティバル 

   

事業費 ４５，７６０，０００円 

基金から充当した額 ４５，７６０，０００円 

担当部課 生活産業部 まちの活性課 

基金所管部課 成長戦略室 おもてなし課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ㉒魅力創造発信プロジェクト（泉佐野市魅力創造発信基金） 

運用事業の名称 シティプロモーション推進事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

泉佐野市にある特産品のＰＲや市域の魅力を発信し、本市への誘客を目的とし

ています。 

 

（事業の内容） 

泉佐野市外から多くの方に本市へ来訪していただくために、キャンペーン、イ

ベントなどを実施し、特産品のＰＲや市域の魅力発信を行いました。 

運用の成果 

◆ 本市への誘客に繋がるキャンペーン、イベント等を実施しました。 

 

【おもてなし課実施分】 

・ギョーザＥＸＰＯ ｉｎ 泉佐野の実施 

開催期間：２０２５年３月１５日（土）・１６日（日） 

・駅ビルマーケット２０２４の実施 

  開催期間：２０２４年１２月８日（日）・２０２５年２月９日（日） 

・ＰＲポスター、パンフレットの作成 

・その他、キャラクターイベントなど多数実施。 

 

   

事業費 ３０６，２１５，４９６円 

基金から充当した額 ２７４，５２８，３６９円 

担当部課 成長戦略室 おもてなし課 

基金所管部課 成長戦略室 おもてなし課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ㉒魅力創造発信プロジェクト（泉佐野市魅力創造発信基金） 

運用事業の名称 企業誘致事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市内への特例子会社の設置及び設置による障害者雇用を促進します。 

 

（事業の内容） 

市域における特例子会社の新設に対し支援を行います。 

 

運用の成果 

◆ 市内に１件、特例子会社を誘致し、設置・開業することができました。 

これにより、障害者の就業機会の確保及び雇用創出を図ることで、地

域経済の活性化と市民福祉の向上に資することができました。 

 

事業費 ２７，０２７，０００円 

基金から充当した額 ２７，０２７，０００円 

担当部課 成長戦略室 おもてなし課 

基金所管部課 成長戦略室 おもてなし課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ㉒魅力創造発信プロジェクト（泉佐野市魅力創造発信基金） 

運用事業の名称 泉佐野ＥＸＰＯ事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

国内外から多くの来訪者が見込まれる大阪・関西万博のインパクトを活

用し、泉佐野市域の認知度を上昇させ、関係人口の増加を図ります。 

 

（事業の内容） 

魅力創造・発信のため、市の新たなシンボルとなるモニュメントを設置し

ます。 

 

運用の成果 

◆ 「雲の向こうへ –Ｂｅｙｏｎｄ ｔｈｅ ｃｌｏｕｄｓ－」をコン

セプトに泉佐野市の新たなシンボルとなるモニュメントをマーブル

ビーチに設置しました。 

 

 

事業費 １０９，３３９，６３０円 

基金から充当した額 １０９，３３９，６３０円 

担当部課 成長戦略室 おもてなし課 

基金所管部課 成長戦略室 おもてなし課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ㉒魅力創造発信プロジェクト（泉佐野市魅力創造発信基金） 

運用事業の名称 泉佐野ＥＸＰＯ事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

大阪・関西万博における地域の伝統文化の紹介に合わせて、本市の祭り文

化の魅力発信を行います。 

 

（事業の内容） 

催事出展の法被の製作。 

 

運用の成果 

◆ 大木地区の鎮守火走神社で行われる秋季例祭である「担いダンジリ」

の催事出展にあたり、法被を制作し、大坂ウィーク春の陣（令和７年

５月９日（金）～５月１０日（土））において、祭りを披露することが

できました。 

 

◆ また、日根神社の春の例大祭である「まくら祭り」の催事出展にあた

り、法被を制作し、「Ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ ｏｆ ＬＯＣＡＬ ＪＡ

ＰＡＮ展」（令和７年７月３０日（水）～７月３１日（木））において、

祭りを披露することができました。 

 

◆ これらの出展により、多くの来場者のある大阪・関西万博において、

本市の祭り文化の魅力発信に繋げることができました。 

 

事業費 ２，６３８，６８０円 

基金から充当した額 ２，６３８，６８０円 

担当部課 成長戦略室 おもてなし課 

基金所管部課 成長戦略室 おもてなし課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ㉒魅力創造発信プロジェクト（泉佐野市魅力創造発信基金） 

運用事業の名称 泉佐野ＥＸＰＯ事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

２０２５年大阪・関西万博の機運醸成。 

 

（事業の内容） 

万博スペシャルサポーターである「帆船みらいへ」の寄港イベントの実施、各

地イベントへの参加。 

運用の成果 

◆ 「”泉佐野プレＥＸＰＯ”～万博スペシャルサポーター「帆船みらいへ」 

  がやってくる！～」開催 

 

・開催日：令和６年１０月６日（日） 

・開催場所；佐野漁港（食品コンビナート）北岸壁 

・実施内容：帆船みらいへ船内見学・乗船体験、飲食ブース、ふわふわドー

ム、ドクターイエロー体験、はしご車・ミニ消防車乗車体験、白バイ・パ

トカー体験 

 

◆ その他、以下イベントにおいて泉佐野市ＰＲブースを出展し、観光ＰＲ 

および万博機運醸成活動を実施。 

 

・「第３回 日本観光ショーケース ｉｎ 大阪・関西」 

・「ＫＩＳＨＩＷＡＤＡ ＥＸＰＯ ～泉州海の万博～」 

・「第１６回ＭＩＮＡＴＯ天保山まつり」 

・「世界遺産姫路城マラソン２０２５ マラソン祭（観光ゾーン）」 

 

    

事業費 ５，３０５，１７０円 

基金から充当した額 ５，３０５，１７０円 

担当部課 成長戦略室 おもてなし課 

基金所管部課 成長戦略室 おもてなし課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ㉒魅力創造発信プロジェクト（泉佐野市魅力創造発信基金） 

運用事業の名称 東京事務所等運営事業 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

首都圏における情報発信やプロモーション活動を円滑に行い、ネットワークを

構築することに加え、関係人口の増加による地方創生を目的とします。 

 

（事業の内容） 

・泉佐野市東京事務所・東京いずみさの会の運営。 

・東京いずみさの会パーティー開催 

・「いずみさの特産品フェア」開催 

運用の成果 

◆ 東京いずみさの会 

・会員数 ５９０名（令和７年３月末時点） 

 

◆ 「いずみさの特産品フェア」開催 

・開催日 ：令和６年７月１９日（金） 

・場 所 ：東京駅行幸地下通路（行幸マルシェ×青空市場） 

・実施内容：特産品である水なす浅漬けや泉佐野カレー、泉州タオルのＰＲ

及び販売、観光パンフレット・ポスターを用いた市のＰＲ、地

域の見どころ・人気スポット紹介、公式キャラクター「ゆるナ

キン」によるキャラグリーティング 

 

◆ 「東京いずみさの会交流イベント」開催 

・開催日 ：令和７年２月１日（土） 

・場 所 ：大手町サンケイプラザ  

４階ホール 

・実施内容： 

番匠谷紗衣さんによるライブ、 

音ノ羽さんによるパフォーマンス、 

マジックショー、抽選会等 

参加者 ：１５５名 

事業費 ７，３８１，９６２円 

基金から充当した額 ７，３８１，９６２円 

担当部課 成長戦略室 おもてなし課 

基金所管部課 成長戦略室 おもてなし課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ㉒魅力創造発信プロジェクト（魅力創造発信事業） 

運用事業の名称 
まちづくり推進事業内 

まちづくり推進事業補助金 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

市民活動団体等が自主的に企画、実施する取り組みのうち、公益的な事業を支

援することを目的とします。 

 

（事業の内容） 

公益的な事業に要した経費の一部に対し、予算の範囲内で補助金を交付します。 

公益的な事業とは、次の各号のいずれにも該当する事業とします。 

（１）芸術、芸能に関するイベントで広く市民に公開する事業 

（２）次のいずれかに該当する事業 

①地域文化などの地域資源を活用した事業 

②市民の郷土意識の醸成や地域連携に資する事業 

③本市の魅力を発信し、関係人口・交流人口の増加が見込める事業 

（３）市内で実施する事業 

（４）補助金交付の申請を行う年度内に実施する事業  

運用の成果 

◆ 令和５年度まちづくり推進補助金の実施結果は次のとおりです。 

 

・第３回ランプの村Ｆｅｓ 

 歴史伝統文化の伝承、オーガニックとアートによるまちづくりを通して住民 

のシビックプライドの向上を図り、地域の魅力を発掘・創出・発信すること

ができました。 

 

・春の音楽祭 

 音楽を通して地域との文化交流、世代交流をすること各地域の親睦を深める

ことができました。 

 

・とっておきの音楽祭ｉｎりんくう大阪２０２４＆とっておきのアート展 

 音楽やアートを通じて交流を深め、また地域活性化に繋がるイベントとなり

ました。 
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・第１８回おおさか体操祭２０２４兼府民スポーツレクリエーションフェステ

ィバル 

体を動かすことの楽しさ喜びを感じる充実した時間を共有することで、地域

活性化につながりました。 

 

・シン・エナジーカップ国際大会ｉｎ泉佐野 

 サッカーを通して世界の子どもたちが交流することで、異文化への理解が深

まり、社会性の育成につなげることができました。 

 

・ふるさと納税でフィギュア日本代表選手を応援事業（ジュニア・シニア） 

フィギュアスケート選手の育成、泉佐野市をはじめ日本国内でのフィギュア

スケート競技の普及につながりました。 

 

・郷㊏会 

 多くの住民が地域文化の佐野くどき踊りに参加することで、郷土意識を生み、

また親睦の場の提供による地域連携と帰属意識を創出することができまし

た。 

 

・竹灯籠 月灯り「観月祭」 

泉佐野市指定文化財を持つ妙光寺において、泉佐野丘陵緑地で放置された竹

伐採し、それを加工した竹灯籠を用いたイベントを開催することで地域活性

化につなげることができました。 

 

・大木地区盆踊り大会 

 地元住民及び地元出身者など多くの方が参加する盆踊り大会を実施すること

で、地域連携を図ることができました。 

 

・目指せ！オリンピック 第２回 近畿新体操 泉佐野Ｃｕｐ 

 新体操の発展と普及及び選手の競技力向上につなげることができました。 

 

 

事業費 ６，０００，０００円 

基金から充当した額 ８，８７６，０００円 

担当部課 市長公室 政策推進課 

基金所管部課 成長戦略室 おもてなし課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ㉒魅力創造発信プロジェクト（魅力創造発信事業） 

運用事業の名称 
まちづくり推進事業内 

市民参加型派遣事業委託 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

（１）Ｐｅａｃｈで行く！空のとなり地域（まち）再発見事業 

本市を含む関西とＰｅａｃｈの就航地を含む各地域を結ぶ新たな架け橋と

なるべく、Ｐｅａｃｈの就航路線を活用した地域活性化事業として実施し

ます。参加市民には、本事業を通じてＰｅａｃｈの利便性等を感じてもらう

ことによりＰｅａｃｈの魅力を再発見し、Ｐｅａｃｈの利用促進に繋げる

ことを目的としています。そして、空のとなり地域（まち）の良さを感じて

もらうとともに、空のとなり地域（まち）の魅力と比較して、本市の魅力を

再発見し、シビックプライドの醸成に繋げることを目的としています。 

 

（２）市民参加型特別体験ツアー 

本事業は、ファミリー層をメインターゲットにし、関西国際空港の玄関都市

として、関西国際空港の利用促進を図り、参加市民が航空業界の知見を深め

ることができるよう、体験型ツアーの造成業務を委託します。本ツアーを通

じて、シビックプライドの醸成、地域活性化に繋げることを目的としていま

す。また、航空業界の関心を持つことの契機や将来航空業界を志す若者の一

助となることも目的としています。 

 

（事業の内容） 

（１）Ｐｅａｃｈで行く！空のとなり地域（まち）再発見事業 

・派遣回数：６回 

・派遣人員：１回の催行つき、２２名（最大） 

内訳：公募市民（市内在住）２０名、職員２名） 

・派遣先 ：新千歳地域、仙台地域、成田地域、長崎地域、 

宮崎・鹿児島地域、奄美地域 

 

（２）市民参加型特別体験ツアー 

・派遣回数：２回 

・派遣人員：１回の催行つき、２１名（最大） 

内訳：公募市民（市内在住）２０名、職員１名） 

・派遣先 ：東京（東京国際空港）、沖縄・宮古島（那覇空港・宮古空港） 
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運用の成果 

（１）Ｐｅａｃｈで行く！空のとなり地域（まち）再発見事業 

Ｐｅａｃｈの就航路線を活用し、新千歳地域、仙台地域、成田地域、長

崎地域、宮崎・鹿児島地域、奄美地域に市民を派遣したことで、Ｐｅａｃ

ｈの魅力の再発見・利用促進に繋がり、また本市の魅力を再発見し、シビ

ックプライドの醸成に繋げることができました。 

 

（２）市民参加型特別体験ツアー 

東京（東京国際空港）、沖縄・宮古島（那覇空港・宮古空港）に市民を

派遣したことで、航空業界の知見を深めることができ、またシビックプラ

イドの醸成、地域活性化に繋げることができました。 

 

 

 

 

事業費 ９，４３４，０００円 

基金から充当した額 ５，９１５，３８９円 

担当部課 市長公室 政策推進課 

基金所管部課 成長戦略室 おもてなし課 
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令和５年度「泉佐野市ふるさと応援寄附金」運用実績報告書 

 

ご指定の使途 ㉒魅力創造発信プロジェクト（魅力創造発信事業） 

運用事業の名称 
まちづくり推進事業内 

包括連携協定負担金 

運用事業の概要 

（事業の目的） 

本市と包括連携協定を締結した株式会社モンベルが実施している「フレン

ドエリア」に登録することで、地域の特産品や観光情報のＰＲをすることを

目的としています。 

 

（事業の内容） 

「フレンドエリア」に登録し、モンベル社有料会員（フレンドクラブ会員）

へＷＥＢやメール等で発信しています。 

運用の成果 

◆ 「フレンドエリア」に登録し、モンベル社有料会員（フレンドクラブ会

員）へＷＥＢやメール等で発信することで、地域の特産品や観光情報の

ＰＲにつながりました。 

事業費 ９２４，０００円 

基金から充当した額 ９２４，０００円 

担当部課 市長公室 政策推進課 

基金所管部課 成長戦略室 おもてなし課 



192 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

泉 佐 野 市 

 


